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    ツイッターやFBでも紹介していましたが、2024年度入試関連の情報提供。

私の母校でもある東京外国語大学のリスニング＆ライティングの技能統合問題に関連して。
今春の外語大の入試で使われたと思しきお話。
BBCです。
この約4分の話をもとに、"150語" の英語での要約と、「環境のために飛行機の利用をやめる価値はあるのか。社会的および経済的な変化に値するのか。」についての自分の意見を、講義内容を踏まえて "200語" で書くもの。https://t.co/LamZyYPVNk
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2024年4月2日
   

問題冊子のレジュメにあるタイトルとキーワード＆合格した受験生の聞き取りの際のメモを元に出典を検索しています。

「思しき」と書いたのは、出典はこれに間違いないはずですが、年によって実際のスクリプトが部分的に書き換えられている場合がある（当然音声も新たに収録することになる）ためです。大学入試に関わる情報、と言えば、田中健一先生のツイートで紹介されていた某記事は、読んで見て結構な衝撃を受けましたので、今日の記事はその辺りを中心に。
当該のツイートがこちら。


    
        
この記事すごいな……（褒めてない）

「I made for the school.」「I am.」を訳せる？東大生が伝授！英語攻略法 | ニュースな本 | ダイヤモンド・オンライン https://t.co/ZaX1tIjv2E
— 田中健一／田中先生 (@TNK_KNCH) 2024年4月1日
   

    

元記事はこちら。


    
        「I made for the school.」「I am.」を訳せる？東大生が伝授！英語攻略法 | ニュースな本 | ダイヤモンド・オンライン


    

私の率直な反応はこちら。


    
        
田中先生が引いた元記事でもSVの文型を扱っていたが、読むに堪えない。（流石に、今時の良心的な教材は、義務的な要素のあるSVAの例との対比を示すところまでは来ているのでは？）
「文型が分かれば意味がわかる」として、次のような例は第何文型になるの？（先ツイのマガジン内の記事その6から抜粋） pic.twitter.com/kJSNKzlTww
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2024年4月1日
   

    

ここで私が書いた､「義務的な要素を含むSVAの動詞型」というのは、例えば次のようなものを指します。


	I live in Chiba prefecture. 私は千葉県に住んでいます。

ここでの「場所句」である in Chiba prefecture は省略することができません。


	I shouldn’t belong here.  ここは私のいるべきところではない。

ここでのhereも省略することはできません。

イマドキの学参でも、この辺りとの兼ね合いは押さえているでしょう？という趣旨のツイートです。
既にnoteの記事／マガジンでも公開していますが、私はもう随分長い間、所謂「文型」の扱いの再考を訴えてきました。

「目的語感覚を養う #6」で取り上げている内容とも重複しますが、SVで意味が整合する動詞の用法からいくつか抜粋して、ここでも考えてみたいと思います。
記事単体では販売していませんので、こちらのマガジンをご検討願います。


    
        note.com


    

それでは本題です。

日本の「英文法」の教材の多くが「文型」という名の「動詞型」を重視しています。

中でも根強いのが「五文型」という考え方。最近では S/V/O などの記号で示されることが多く、「第何文型か？」と型の番号を使うことは少ないのではないかと思うのですが、教材や指導者によっては今でも、第１文型から第５文型までに動詞型を分類し、当てはめているようです。
その中で、基本的にS+Vで構成される表現なのに文型＝動詞型ではSVの典型例として扱われ難いものがあります。

そのような表現で使われる動詞をいくつか取り上げます。
「変化」に関わる動詞

1. Tastes differ.　　　　　　　人の好みはお互いに似ていない／人の好みはそれぞれです。　
無冠詞・複数形の名詞tastesと動詞differの現在形で一般論を述べる文です。ここでのtastesは可算扱いで「人の好み；嗜好」。動詞differは「お互いに似ていない」という意味ですが、その意味を形容詞ではなく動詞一語で表します。主語が複数（形）の場合には、その主語相互の相違を表すので、from each otherなどの前置詞句がなくても文として成立します。

敢えてパラフレーズすれば、次のような言い方になります。

　　1’　Everybody has their own likes and dislikes.

   　　　誰でも皆、その人ならではの好き嫌いがある。

また、諺でよく知られた文であれば、日本語の「蓼食う虫も好き好き」に対応する次の文になります。

　　1’’ There is no accounting for taste. 　　「人の好みは説明できない」

　　　　　　

※因に、この諺での「好み」は、かつてはtastesと複数形で使われていましたが、現代英語では無冠詞のtasteが優勢となっていることは知っておいた方が良いでしょう。


    
        COCA系
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         Ngram Viewer
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話しを戻して、Tastes differ. の類例を見ていきます。

「意見は分かれます／意見は人それぞれです。」

という意味では、

2. Opinions differ. 　　　　　　　　

3. Opinions vary. 

の二つの表現をよく見聞きします。

動詞 vary にも､複数形主語を取り、「様々である」意味を表す用法がありますので、differとの差をちょっと見てみましょう。


    
        NOW
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GLOWBE
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 COCA
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動詞varyの典型的な主語には、prices「価格；物価」 がありますが、意外(?)なところで、answer(s)があります。

4. The answers vary.  答えは一つに決まりません。／回答はバラけます。
日本語の感覚では、形容詞として捉えてしまうので、動詞の用法を用例でしっかりと押さえておくことが重要な動詞がmatterです。

5. Context matters.                   	文脈が重要な意味を持ちます。

　　matterには「重要な意味を持つ；重要な影響を与える」という意味があり、形容詞ではなく動詞として使われます。否定の文脈で使われることが多いですが、このように、肯定文でも使われます。noteの記事でも、次の文を取り上げていました。

6. Quality matters more than quantity.　　	質が量より重要です。
このmatterと意味が似ている動詞が countです。

countは、主語が人・ものに関わらず、「重要である；価値がある」という意味で使われます。

7．Every Mother Counts. 　一人一人の母親に皆意味がある／大切じゃない母親なんていません。

everyは単数扱い。「ひとつひとつ取り上げ、漏れなく」です。

私も継続的に支援している米国の団体にEMCがあります。

元スーパーモデルの、Christy Turlington Burnsさんが主宰している団体です。

詳しくはこちらを是非。


    
        Pregnancy and childbirth should be safe, respectful, and equitable for everyone, everywhere.

everymothercounts.org


    

本来は人主語の筈の伝達動詞がモノやことがらを主語に取る場合に、　SVのみで意味が整合することがあります。

動詞はtellやtalkが使われますが、主語に来る名詞で結びつきには相性の善し悪しがあったり、時制による頻度の差があったりするので注意が必要です。

「血は争えない；　血統がものを言う」

という意味では、

8. Blood will tell.  

9. Blood tells.　　

の両方が使われますが、諺・格言のような使い方では頻度は極めて低いので注意が必要です。
Ngram Viewerの頻度では will tell ＞ tells　となっています。
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一方のCOCA系で見ると


    
        NOW でwill tell。　ことわざ的言い切りの例も少しは拾えそうです。 

[image: ]

NOWでstands。目的語を取る例の方が優位で、言い切りの例は極めて少ないことが見て取れます。

[image: ]


    

やはり一つ一つみていかないとダメですね。
noteの記事でも取り上げていた「お金」と「経験」。

主語になる名詞と動詞の結びつき・組み合わせを確認。


    
        [image: ]


    

10. Money talks.  お金がものを言います。

11. Experience tells.　　経験が物を言います。

が、あるある、ですね。
以下、noteの記事とも重複しますが、動詞standを取り上げます。

12. My decision stands. 			私の決断は揺るがない。

     直立している＝揺らがない；崩れない；倒れない　という比喩的な意味。

この動詞standの用法に関しては既にツイッターで、有益な投稿が成されていますので、是非お読み下さい。


    
        
S still stands.「Sはまだ生きている」
→ Sは特にoffer が多い

▶︎ My offer still stands.（丸々覚える）　　
※辞書はofferまで太字にして欲しいね

その他:

▶︎ The/One’s {decision, promise, point, rule, etc.} still stands.

※2枚目: 物書堂の例文検索
→ コロケの勉強に物書堂は必須👍 https://t.co/dnp5VXRBnt pic.twitter.com/IFSLJfl6vA
— 史上最強の英語コロケーション (@super_level) 2024年3月31日
   

    

興味深いのは、このstandが現在時制で使われるときの副詞の扱い。

主語として典型的な名詞は、offer, point, decision ですが、これらと副詞のstillが結びつく強さと、使用頻度には関連性があるようです。


    
        全体概況
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        米
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        英
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        小説
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offerではstillのある、なしで2倍ほどの使用頻度の差があるのに対して、pointでは英米で差があり、米はなし優勢､英はあり優勢、decisionではほぼほぼstillなし、という結果です。
COCA系でも見ておきましょう。


    
        NOW でstill stands
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NOW でstandsのみ
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GLOWBEでsill stands
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GLOWBEでstandsのみ
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COCAでstill stands
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COCAでstandsのみ 
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この３つの比較で見る限り、decisionの頻度そのものが低いことが見て取れます。

日頃の観察がより重要であるということですね
ここまでに出てきた主な動詞の使用頻度をざっくりと見てみましょう。


    
        全体

[image: ] 

米
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英　（1985-1995までに「一分一秒を争う」 何があったのか､凄く気になります。）
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小説
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本日はこの辺で。

Whatever works.
本日のBGM：　春になれば　（中村一義）


    
        open.spotify.com


    


    
    
  



    
  
    
    
    




    
  tmrowing
  2024-04-03 18:46
  
  
  
    
      
        読者になる
      
    
  



    
  



    

  
  
  
    
      

    

  
  
    
      
    

  
  
  
  
  
  



    

    
      

    

    
  
    
    	もっと読む


    
      コメントを書く
    
  


  

  



      
      
    
  
    
      
        
  
    
  
    
    
      
        2024-04-01
      
    
      

  
  first things first



  
  


  

  
  

  
  
  
    
      

    

  
  
    
      
    

  
  
  
  
  
  







    


    
  
    年度末のオンラインセミナーも二つ終えました。

・文字指導／handwriting指導法

・辞書活用法／辞書指導の留意点
今日から4月。所謂「新年度」です。

文字指導は新年度も継続して開催しますので、まだ受講されていない方は是非、既に受講された方は同僚の方などお知り合いの方に薦めて下さい。
辞書活用法に関しては、おそらくこの4月中に「物書堂」さんのセールがあると思うので、それに合わせて、同じ内容の講座を再度開催します。
2024年4月20日（土）午後


    
        [image: ]

passmarket.yahoo.co.jp


    

この機会を逃さず是非！


さて、今日も気になる語法シリーズ。
「はじめて」界隈を初めて探ります。

入試問題でも「英作文」で時折出題されている日本語表現がありますよね。


	ロンドンを訪れるのは今回が初めてなんです。
	日本で景色がきれいな所へは他にも行ったことがありますが，山に行ったのは，今回が初めてでした。



学習用の辞書でも古くから、


    
        海外旅行をするのはこれが初めてです。

This is the first time (that) I’ve made an overseas trip.

This is my first trip abroad.

（『アンカー英作文辞典』学研、1993年）


    

のように定番、鉄板の用例が示されていました。
とりわけ前者の表現は「文型」として


	「…するのはこれが初めてだ This is the first time [that] S+V」

として示されているものです。
最近の辞書の用例でも、


    
        This is the first time I've ever brought a girl home.

女の子をうちに連れてくるのはこれが初めてだ。(ウィズダム英和)


    


    
        This is the first time we've been to India.

インドに来たのはこれが初めてだ. (ジーニアス英和)


    


    
        This is the first time I've driven a car.

私が車を運転するのはこれが初めてだ (O-LEX英和)


    

と定番のごとく収録されています。
その一方で、上述の『アンカー』の第2例の、


	my first trip

のように、＜所有格 + first + 活動や行為を表す名詞＞を使う例も多く見られます。


    
        This is my first visit to Canada.

カナダには初めて来ました (ランダムハウス英和)


    


    
        This is my first trip to New York City.

私はニューヨークはこれが初めてです (ジーニアス英和)


    


    
        この試合が初陣だ

This is my first appearance in a game. (O-LEX和英)


    

最近の学習用の英和・和英ともに、ほぼ同じ意味内容を表す複数の例を示したり、同意での言い換え表現を示したりすることが多い印象です。


    
        この博物館を見るのはこれが初めてです

This is my first visit to this museum. 

This is the first time I've visited this museum. 

I've never visited this museum before.

（ウィズダム和英）


    


    
        This is my first visit to this town.

この町へ来たのはこれが初めてだ

（＝This is the first time that I have visited this town.）.

（ジーニアス英和）


    


    
        教師として教壇に立つのはこれが初めての経験です

This is my first experience as a teacher.

This is the first time that I have taught.

(O-LEX和英)


    

この＜所有格 + first + 活動・行為の名詞＞は＜the first time (that) SV＞に比べて、動詞の時制で悩まなくていい分、簡潔に表現できる便利な表現ですが、そもそもの「活動・行為の名詞」の持ち駒がなければ上手くいえないという問題が出てきます。


    
        動詞 visit　→　名詞 visit to

動詞句 make a trip to → 名詞 trip to 


    

は容易でも、上記用例の “experience as a teacher” などのチャンクがスッと口をついて出てくる中高生はそれほど多くないように思います。
冒頭の入試カコモン「ロンドンを訪れるのは今回が初めてなんです」はどうでしょう？


    
        This is the first time I have visited London.

This is the first time I have paid a visit to London.

This is my first visit to London.


    

で最後の英訳例が最も簡潔ですね。

因に、この問題を扱っている某教材の解答例では、(?) “this is the first visit to London” と定冠詞のthe にfirst visitが続いていましたが、現在はあまり一般的な言い方ではないという印象です。


    
        NgramViewerで
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活動や行為を表す名詞を的確に使うにも、英語力は必要ということですね。


    
        It's my first view of the sea!

海を見るのはこれが初めてです.  （ウィズダム英和）


    


    
        This is my first view of a desert.

砂漠を見るのはこれが初めてです.  （ジーニアス英和）


    

教室で何割の生徒が、ここでの＜my first view of 名詞＞がスラスラ口をついて出てくるか？

名詞 visitでは前置詞はto、名詞view なら前置詞はof というところも悩ましいです。
それよりは、


	This is the first time I’ve seen a desert.

の方が簡単なのでは？

活動・行為の名詞がすぐには思いつかないものは、『アンカー』で「文型」とされていた、the first time SVの Vの部分で完了形で活動・行為を述べる方が、ミスが減らせるように思います。


冒頭の入試過去問の2例目、「山に行ったのは，今回が初めてでした。」であれば、基準時制が過去ですから、


	That was the first time I’d been to a mountain.

のように、主節をwasで過去形、timeに続く部分は過去完了形にしておくのが無難でしょう。
辞書にも､過去基準の例は収録されています。


    
        It was the first time she had experienced real fear.

彼女はその時はじめてほんとうに怖いと思った

（Oxfordコロケーション）


    


    
        It was the first time I had climbed Mt. Fuji.

富士山に登ったのは初めてだった

(≒ It was my first time climbing Mt. Fuji. 

≒ I climbed Mt. Fuji for the first time in my life.

≒ I had never climbed Mt. Fuji before.)

（ウィズダム英和）


    

英訳の2例目の “my first time climbing …” が見慣れない形かも知れません。全体が活動を表す動名詞由来の名詞句のチャンクになるもの。『ウィズダム和英』にも例があります。


    
        山登りはそのときが初めての経験でした

That was the first time I had climbed a mountain. 

That was my first-time mountain climbing.

（ウィズダム和英）


    

これは比較的新しい言い方になるのでは？以下、COCA系での検索結果から。


    
        COCAでベンチマーク。2000年代以降で色が濃くなっていますね。

[image: ] 


    


    
        COHAで初出に探りを入れる。2010年代以降に拡がりを見せている？

[image: ]


    


    
        NOWだと絞り込めなくて、経年変化は探れず

[image: ] 


    


    
        NOWでハイフンつきで検索。

[image: ]


    

Ngram Viewerで眺めてみますか。

my first time -ing形で。


    
        [image: ]


    

seeingの一人勝ち模様ですが、それでも顕著に頻度が上がっているのは2010年代以降ですね。

この表現に似ている、＜my first time ever -ing形＞も使われているようです。


    
        COCA

[image: ]

COHAで見ると1990年に1例ありました。
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NOW
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ということで、


	🎵そんな言い方しないなんて､言わないよ絶対🎶　案件

だということが分かると思います。
ここまで見てきた「定番・鉄板表現」に加えて、ingのイマドキ表現に対して、次の表現は誤用と言われることが多い印象です。

冒頭の過去問の「ロンドンを訪れるのは今回が初めてなんです。」に対して、


    
        This is the first time (for me) to visit London.

This is my first time to visit London.


    

という解答が出てきた場合には、誤りとして修正したり、避けた方が無難だという指導をしたりする先生が多いと思います。私もこの2例のうち、上の英文は×をつけて直すと思います。
ほぼ同じ意味の文が『ウィズダム英和』にありました。


    
        This is the first time I have visited London.

ロンドンを訪れるのはこれが初めてだ

(≒ This is my first time visiting London. 

≒ This is my first visit to London [my first visit in London].)

((1)This is my first time to visit London.の形は(非標準); 

×This is the first time (for me) to visit London. としない. 

  (2)主節が現在形の場合that節中は通例現在完了形で, 現在形や過去形は(まれ); ↓ )


    

ここでの1例目が鉄板。≒で言い換えられた2例目の my first time visiting が先ほど取り上げたイマドキの表現。3例目が、活動・行為の名詞で所有格。

この辺りまでが教育的配慮でしょう。『ウィズダム』では、(X) ＜the first time to 原形＞は誤用と断じていますが、＜my first time to 原形＞ に関しては、「非標準」というラベルを貼るにとどめている印象です。


    
        COCA
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        NOW
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Ngram Viewerでざっくり見てみると、to beが続くと頻度が上がっていることが見て取れます。


    
        全体 
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        米。米語法では、to beが続く頻度もそれほど高くはない模様。 

[image: ]


    


    
        英。米とは異なり、to beはbeingよりも高頻度。

[image: ]


    

SKELLで網を投げて見ますか？


    
        seeing 0.02

[image: ]


    


    
        to see  0.01

[image: ]  


    


    
        being  0　で用例は４つ。

[image: ]


    


    
        to be  0 で用例は一つ。

[image: ] 


    

所有格first timeに続く動詞によって容認度に差がでるのではないか、という印象です。
『ウィズダム英和』の扱いを再確認しておきましょう。


    
        It is the first time I have lived in Kyoto.

京都に住むのは初めてだ

(≒ It is my first time living in Kyoto.

≒ I'm living in Kyoto for the first time in my life. 

≒ I've never lived in Kyoto before.)

(×It is the first time for me to live in Kyoto.としない).


    

ここでは、やはり『ウィズダム』ならではの、 my first time + ing形は正しいものとして用例を示し、『…和英』では「非標準」として用例をあげていた my first time to原形は示していません。
liveで再確認。


    
        COCA

[image: ]
GLOWBE

[image: ] 
NOW

[image: ] 


    

『ウィズダム』の扱いを裏付けるような検索結果ですね。
主として過去時制での、副詞firstと副詞句for the first time 、裏返しの否定での完了形を確認しておきます。


    
        He first assumed power in 1970.

彼は1970年に初めて政権に就いた．(COBUILD米語英英和)


    

副詞で用いるfirst （初めて）は、動詞・助動詞でnotならどの位置に来るか？を確認して配置。


    
        Animal life first appeared on the earth about 400 million years ago.

動物が初めて地球に出現したのはおよそ4億年前である (ウィズダム英和)


    


    
        I will never forget the day we first met.

私たちが初めて会った日のことを決して忘れません. (ジーニアス英和)


    

firstを強調したともいえる、for the first time は動詞句の後ろに置かれることが多いが、文末だけでなく、目的語との間に割り込んだように見えることもあるので、ある程度の場慣れが必要。もっとも、副詞句の場慣れが必要なのは、not at allの位置なども同じで基本といえば基本。


    
        I sampled the delights of Greek cooking for the first time.

ギリシャ料理のおいしさを初めて体験しました （Oxford類語）


    

これは文末。






    
        She went for the first time to a press conference.

彼女は初めて記者会見に出た. （ジーニアス英和）


    

ここではwentの後、toの前。


    
        She spoke for the first time about the traumas of a broken marriage.

彼女は破局した結婚の精神的衝撃について初めて語った．(COBUILD米語英英和)


    

ここでは、speakの後、about の前。
完了形は、これまで／それまでに経験がない＝初体験であることを間接的に伝えるもの。

辞書の用例では、和訳で「初」を表にだしているものもありますが、単純に否定のままの訳をつけているものが多いでしょう。


    
        I’ve never seen Terry laugh so hard.

私はテリーがあんなに大笑いするのを初めて見た. (COBUILD米語英英和)


    


    
        初めて彼が自分の過去を語った.

It was the first time he ever talked about his past. 

He had never talked about his past before.

（研究社和英大）


    

以上、「初」を前面に出したもの。


    
        He's never had a holiday abroad.

彼は海外で休暇を過ごしたことがない
I had never encountered such resistance before.

私はそのような抵抗に遭ったことがそれまで一度としてなかった
She had never tried to put this feeling into words.

彼女は決してこの気持ちを言葉で表そうとしたことはなかった

（以上 Oxford類語）


    

この3例は、否定のまま。
その文脈、前後のつながりで決まってくるので、一つ一つ丁寧に、といういつもの話しですね。
最後に、老婆心ながら二点。

一点目は、


	日本語で「はじめて」とあったからといって、それが全てfor the first timeで表されるわけではない

ということを説明するためによく取り上げられる例が、not/untilの文例なのだけれど、過度の一般化には気をつけましょうということ。


    
        It was not until I came to Hokkaido that I learned the meaning of cold.

北海道に来て初めて寒さとは何かを知った（◆ 副詞句[節]の強調） （O-LEX英和）


    

の英文の意味を、


	I learned the meaning of cold for the first time when I came to Hokkaido. （北海道に来て、初めて寒さの意味を知った）

と言っても間違いではないので。
生成系AIのClaude3で訊いてみたら、


    
        両方とも文法的に正しい英文です。しかし、意味合いは若干異なります。

1.	"I learned the meaning of cold for the first time when I came to Hokkaido."

•	この文は、北海道に来た時に初めて「寒さ」の意味を学んだことを表しています。[1]

2.	"It was not until I came to Hokkaido that I learned the meaning of cold."

•	この文は、北海道に来るまでは「寒さ」の意味を学ばなかったことを強調しています。[2]

つまり、1は単に事実を述べているのに対し、2はその事実への強調があります。


    

と回答がありました。
また、


    
        I did not know that he was my cousin until yesterday.

昨日になって初めて彼が私のいとこだと知った　（O-LEX）


    

を書き換えた、


	I came to know that he was my cousin for the first time yesterday.

という英文に関しても、Claude3は次のように回答しました。


    
        両方の英文とも文法的に正しく、自然な表現です。

1.	"I did not know that he was my cousin until yesterday."

•	この文は、昨日までその人が自分のいとこだと知らなかったことを意味しています。 

2.	"I came to know that he was my cousin for the first time yesterday."

•	この文は、昨日初めてその人が自分のいとこだと知ったことを表しています。"for the first time"が重要な語句です。

後者の文は、言い換えれば「昨日がその人が自分のいとこだと知った最初の機会だった」ということを表しています。文法的にも語法的にも問題ありません。


    

辞書にも類例は見つかります。


    
        The essay appeared in print for the first time in the year 1650.

そのエッセイは 1650 年に初めて活字になって現われた（研究社英和活用大）


    


    
        就職して初めてネクタイを締めた

I wore [OR put on] a tie for the first time when I started work. （O-LEX和英）


    

『ウィズダム英和』には次のような注記があります。


    
        for the first timeとfirst

for the first timeはその出来事が初めてであること自体に重点があるが, firstは何度か経験したうちの最初の出来事である点を重視する言い方

I came to Hokkaido first on honeymoon in 1992, when I saw snow for the first time.

私は1992年に新婚旅行で最初に北海道に来たが, そのとき初めて雪を見た.


    

この機会に、自分の使っている教材を一度精査してみると良いかも知れません。
老婆心の二つ目は、比較的新しく物書堂のアプリ辞書のラインナップに入った「小学生用の和英辞典」の記述に関して。

『プログレッシブ小学和英辞典』（小学館、2022年）


    
        [image: ]


    

という売り文句がついていたので、購入して、用例をいくつか眺めてみました。

小学生用とはいえ、いや、小学生用だから、ちょっと気になることがありました。
この辞書を　“first time” で検索すると、次の用例が出てきます。


    
        生まれて初めて飛行機に乗った。

I rode on an airplane for the first time in my life. 
ユミは去年スキーを初めて経験した。

Yumi experienced skiing last year for the first time. 
最初に海外に行ったのはいつですか。

When did you go abroad for the first time? 
私は初めてその映画を見た。

I saw the movie for the first time. 


    

“はじめて” で検索して、上記用例以外にヒットするのは、


    
        スーに初めて会ったのはいつですか。

When did you first meet Sue? 
今回が初めての来日ですか。

Is this your first visit to Japan? 
初めてのアメリカ訪問

a first visit to America 


    

お気付きですか？

そう「定番／鉄板」のあの表現が全く出てこないのです。
＜所有格 first 名詞＞も検索してみましたが、上述のもの以外でヒットしたのは次のものだけ。


    
        明治神宮に初もうでに行った。

I made my first shrine visit of the year at Meiji Shrine. 


    

ここでのfirstは、一年の初め、ということですね。
小学生には、完了形は難しいから、裏返しの「初体験」の表現は向かないのか？と思って検索してみると、


    
        この果物は一度も食べたことがありません。

I have never eaten this fruit. 
私は田植えを体験したことがない。

I have never experienced planting rice. 
九州には一度も行ったことがない。

I have never been to Kyushu. 


    

という用例があり、小学生相手でも、現在完了形を含む用例を載せていることがわかります。

肯定で経験を語る現在完了の基本例文も、


    
        上野動物園に行ったことがある。

I have been to Ueno Zoo. 
ここにはいつか来たことがある。

I have been here before. 
私は広島に2度行ったことがあります。

I have been to Hiroshima twice. 


    

と複数の用例があり、疑問文も、wh-まで収録。


    
        スカイツリーに行ったことがありますか。

Have you ever been to Sky Tree? 
京都には何回行きましたか。

How many times have you been to Kyoto? 


    

小学生にtoo muchではないかと思わないでもない、


    
        最高の試合だったね。

It was the best game ever. 


    

の最上級の母集団設定のeverを含む用例まで入っているのです。
それなのに、なぜ、「定番／鉄板」の表現を避けたのか？


    
        コアラは見るのも触るのもこれが初めてだ

This is the first time I've ever actually seen or touched a koala bear.　（O-LEX和英）


    

のような現実味のある用例は小学生には難しいとしても、


	This is the first time I’ve seen a Panda. パンダを見たのはこれが初めてです。

くらいは言えるのではないか、と思うのです。
「1800人の声」は確かに有益でしょう。でも、教材として考えた場合に、発達段階を踏まえて、何が基礎基本なのか、


	これが言えて、それが言えるなら、その組み合わせで、あれが言えるよ。

という改善・改良の余地は多々あるな、と思った次第。
本日はこの辺で。
本日のBGM： 初恋 (tele)


    
        open.spotify.com


    

2024年4月2日追記：

for the first time の関連表現で、副詞句 in ten years など「間隔」を表すものは、日本の教材、辞書でもよく見聞きすると思います。


    
        5年ぶりに里帰りします

I'm visiting my parent's home for the first time in five years. (ウィズダム和英）


    


    
        The team won for the first time in ten games.

そのチームは10試合ぶりに勝った (O-LEX英和）


    

入試での出題もそれなりに。


    
        I came back to Japan for the first time in years.    5年ぶりに日本に帰ってきた。


    


    
        I wnt skiing for the first time in fifteen years. 15年ぶりにスキーに行った。


    

など、空所補充で in を答えさせるものが多い印象ですが、次のような変化球もあります。


    
        10年ぶりに故郷に帰られてどうでしたか。

How did it feel to be back home in ten years?


    

では、"for the first time in ten years" は与えた上での整序完成作文でした。
上記用例では、全て間隔を前置詞の "in" で表していますが、ここに "for" を使う話者もいるようです。


    
        先日，久々に心を打つ映画を見た

I saw a moving film for the first time in [OR for] a long time the other day. 
同窓会で級友たちと20年ぶりに再会した

At the reunion, I met my classmates again for the first time in [(英) for] twenty years.


    

以上2例は『O-LEX和英』からの引用。特に後者の例では(英）というラベルでforが示されているのが気になりました。
ということで、Ngram Viewerで見てみましたが、殆ど地を這うくらいの頻度でした。

COCA系のGLOWBEでは


    
        [image: ]


    

と少ないながらも「英文化圏」が窺える結果でした。

私自身は、この文脈、表現ではin一択で、forを使うことがなかったので、今後､気をつけたいと思います。

断定はできませんが、この「…ぶり」のバリエーションで、


    
        We've recorded the fastest rate of increase for several years. 

我々は数年間で最も速い増加率を記録した (Oxford類語）


    


    
        It was the hottest summer in [OR for] five years.

5年間で最も暑い夏だった (O-LEX英和）


    


    
        the severest winter in ［(英) for］ ten years

10年来の厳しい冬

（ジーニアス大）


    


    
        これは10年の間で最大の積雪です

This is the heaviest snowfall in ［for］ ten years. （◆ 最上級が先行する場合は in がふつう）

(ジーニアス和英）


    


    
        ここ10年で最も寒い日だった

It was the coldest day for [(米) in] ten years.

（ウィズダム和英）


    

のように「最上級」の母集団設定に間隔を表す副詞句が使われるときには、英系でのforの頻度が高いことが、同じ「…ぶり」の表現の "for the first time + 間隔"　にも影響しているのではないかと勘ぐっています。


"for the first time"の補足にさらに補足で、 一度ならず二度､三度…、という意味を表す "for the second [third など序数] time" に期間の副詞句などが続く場合の留意点を。

ツイッターでも鐘を鳴らしてはおいたのですが、まあ、殆どスルーですので、こちらにも。


    
        
次のような用例は辞書にも載っていますね。

The computer crashed for the second time in 10 days.
そのコンピュータは 10 日間で 2 度目の故障を起こした。(COBUILD 米語英英和)
※この「10 日間」は範囲・枠を示すものであって、必ずしも 1 度目と 2 度目のインターバルではないので注意が必要。
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2023年2月24日
   

    

「前回との間隔」ではなくて「全体のスパン」を表していることを確認するのが重要ですね。

この項目は、noteで公開している「診断テスト」の79番とその解説で詳しく扱っています（恐らく、他で目にすることはないのでは、と思います）。


    
        note.com


    

辞書ではなかなか見つけられないのが悩ましいですが、用例検索を駆使すればこのツイートで示したくらいには拾えます。


    
        
日常的な表現の一つだと思うのですが、「一度ならず、二度三度…」の状況を端的に表している用例は、辞書でもなかなか見つからないんですよね。

 1枚目は順に
先ツイのCOBUILD系
『研究社英和活用大』
G大
ウィズダム

2枚目がLDOCE

全て「『ブリ漁』ではない」例。 https://t.co/Gcw0aW8nW5 pic.twitter.com/JZab1wleFg
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2024年4月1日
   

    

こちらでも引用。


    
        物書堂アプリ辞書での用例検索で得られたもの

[image: ]

LDOCEのアプリ辞書の用例検索で得られたもの

[image: ]


    

以上、結構重要で貴重な追記でした。
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    https://blog.hatena.ne.jp/-/odai/list?utm_source=edit&utm_medium=referral&utm_campaign=odai_listツイッターでも紹介していましたが、昔の入試問題にこんなものがありました。
「下線部の語にもっとも近い意味になる語を選べ」という指示で、coherentに下線が引かれていました。


    
        Judging from the short speech he has just made, I think he is a very coherent speaker.

(1)  careless	

(2)  clear	

(3)  dull	

(4)  passionate


    

これは空所補充だと何でもありになりますが、coherent を言い換えるものなので、答えは (2)の clear 一つに絞られるでしょうし、その語に置き換えた方が英語としてもより適切・的確だとは思います。でも、「じゃあ、このもともとの問題文ってどうなの？」って感じがしますね。

え？言ってることがよく分からない？
では、まずcoherentの語義・定義から見て行きましょう。


    
        1. (of ideas, thoughts, arguments, etc.) logical and well organized; easy to understand and clear

2 .(of a person) able to talk and express yourself clearly

以上OALD


    


    
        1. If something is coherent, it is well planned, so that it is clear and sensible and all its parts go well with each other. 首尾一貫した

2. If someone is coherent, they express their thoughts in a clear and calm way, so that other people can understand what they are saying. 理路整然とした

以上COBUILD米語英英和


    


    
        1.[C2] If an argument, set of ideas, or a plan is coherent, it is clear and carefully considered, and each part of it connects or follows in a natural or reasonable way.

2.[C2] If someone is coherent, you can understand what they say

以上Cambridge


    


    
        1. logical and well-organized: easy to understand

2. able to talk or express yourself in a clear way that can be easily understood

以上MW’s Learner’s


    


    
        1. if a piece of writing, set of ideas etc is coherent, it is easy to understand because it is clear and reasonable

2. if someone is coherent, they are talking in a way that is clear and easy to understand

以上LDOCE


    


    
        words, thoughts or ideas that are coherent are arranged in an order that makes them easy to understand

a piece of writing or speech that is coherent is easy to understand because it is clear and well-planned, so that all the parts fit well together

以上Longman Activator Thesaurus


    

ことばであらわされる「モノ」に使う場合と、その言葉遣いをする「ヒト」に使う場合があることが分かるでしょうか？
ここで気になるのが、名詞の限定で前置修飾として用いるcoherentの「モノ」と「ヒト」での結びつきの強さの違いです。

私は英語に関してはnon-native speakerですが、私の語感では、coherentがヒトを表す名詞の限定で使われるのは稀です。
Google のNgram Viewerでざっくりと。


    
        [image: ] 


    

coherent + speech は相当に強い結びつきですが、coherent + speaker は相当に弱い結びつきになります。この結果は、英米に限らずほぼ同じです。


    
        [image: ] 
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COCA系で類語比較を見てみましょう。 NOWコーパスで、“=coherent speech” での検索。


    
        [image: ]


    

NOWで “=coherent speaker”


    
        [image: ]


    

 

COCAで生息域込みで検索。　“=coherent speech”


    
        [image: ]


    

 

COCAで “=coherent speaker” で検索するも、coherentとの結びつきは確認できず。


    
        [image: ] 


    

このように見てくると、冒頭で紹介した入試問題の問題文の


	Judging from the short speech he has just made, I think he is a very coherent speaker.

の “a very coherent speaker” という使い方に「？」となりませんか？

“coherent” という語が使えるレベルで身についているのかを問いたいのであれば、


	Judging from the short speech he has just made, I think he is very coherent.

で必要十分だったのでは？という気がしてなりません。

日本語を介在させない、多肢選択での「客観的」な設問で問うことの問題点が現れているように思いました。
さて、ここからが本題です。

ここからがとても長いので、お急ぎの方は日を改めてお読み下さい。
先ほどから取り上げている問題文の文頭、イントロのどどいつに当たる表現を取り上げます。


	judging from＋名詞のチャンク

は「大学入試」では頻出の表現とされているのか、多くの教材で取り上げられている印象があります。 
学習用の英和辞典では、


    
        Judging from [by] A. ≒ To judge from [by] A.

Aから判断すると

（ウィズダム英和）


    


    
        Judging by ［from］ the look of the sky（↘↗）, I'd say it's going to rain.

空模様からすると雨になりそうだ

（ジーニアス英和）


    


    
        júdging [OR to júdge] from [OR by] ...

…から判断すると

Judging from her clothes, she is not so young.

着ているものからみると，彼女はそんなに若くないね

（O-LEX英和）


    


    
        júdging ［to júdge］ from ［by］ …

副 文修飾語 …から判断すると, …から察すると

Judging ［To judge］ from ［by］ what you say, you are not happy with your wife.

君の言うことから判断すると, 君は奥さんとはうまくいっていないね.

（コンパスローズ英和）


    

と、どの辞書も、judgingに続く前置詞にはfromとbyを並記していますが、『ジーニアス』を除いてfromを先に示して、byを（　）に入れています。
所謂「英英辞典」ではどうなっているかというと、


    
        You use judging by, judging from, or to judge from to introduce the reasons why you believe or think something. 〜から判断すると 

Judging by the opinion polls, he seems to be succeeding.

世論調査によると，彼は成功しているようだ．

Judging from the way he laughed as he told it, it was meant to be humorous.

彼がそれを言ったときの笑い方から判断して，ユーモアのつもりだったのだ．

（COBUILD米語英英和）


    


    
        judging by something 

  Judging by her last email, they are having a wonderful time.

to judge from something 

  To judge from what he said, he was very disappointed.   

(OALD)


    


    
        judging by/from (ALSO to judge by/from)

[B2] used to express the reasons why you have a particular opinion:

Judging by what he said, I think it’s very unlikely that he’ll be able to support your application.

(Cambridge)


    


    
        judging by/from something

used to say that you are making a guess based on what you have just seen, heard, or learned:

Judging by his jovial manner, he must have enjoyed his meal.

Judging from what you say in your letter, you don’t sound well.

(LDOCE)


    

MW’s の学習者用は、特に成句としては扱わずに、


    
        Judging from this schedule, we have a busy week ahead. [= this schedule indicates that we have a busy week ahead]

Judging by its smell, I’d say the milk is spoiled. = To judge from its smell, I’d say the milk is spoiled.


    

のように、用例のみを示し、必要に応じてパラフレーズしています。

学習用の英英辞典では、並記してあるものばかりでした。
この表現に関してはいくつか気になるところがあるのです。

・-ingとto原形での頻度の差

・前置詞 byとfromでの頻度の差

・前置詞に続く名詞チャンクが、句と節での頻度の差
とでもなるでしょうか。
田中茂範 『データに見る現代英語表現・構文の使い方』（アルク、1990年）では、judging from のみが取り上げられていたので、「表現自体や堅い響きがある」「続く表現については、情報源となる名詞句がふつうだが、what I’ve seen, what’s written, what’s been said のような名詞節も5例見られた」程度の知見しか得られていませんでした。

前回のエントリーでも引いた、林＆鷹家『詳説レクシス　プラネットボード』（旺文社、2004年）では、


    
        Q. 次の(a)(b)の表現を使いますか。

(a) Judging from the look of the sky, it’s going to rain this afternoon.

(b) Judging by the look of the sky, it’s going to rain this afternoon.


    

という問いを立てて、英語ネイティブの回答を分析しています。

もっとも、2000年代前半にこの問いが設定された背景には、当時の日本の学習参考書の多くが、所謂「独立分詞構文」の項目で、judging fromしか取り上げていなかったことがあるようです。
入試出題の実例をちょっと眺めてみましょう。

私が嫌いな四択から。


    
        Judging from the sky, it is (      ) to rain soon.

1．alike	2．likely	3．seemed　4．Seeming


    

ここでは、＜from + the + 名詞＞です。


    
        Judging from the (      ) she speaks, I'm sure she is a native of Hakata.

1. way	2. how	3. how to  4. what  5. accent


    

空所の直後には代名詞の主格が続いているので、錯乱肢として入れているhow to には全く効き目がない､作問センスの欠片も感じられないものですが、ここでは、＜from + the way SV＞の知識を問うています。


    
        A： If you go out today, don't forget to take an umbrella with you.

B： Why? Judging from the (     ) the sky looks, I don't think it'll rain.

1. way	2. fact	3. atmosphere 4. appearance


    

ここでも＜from + the way SV＞の知識が問われています。

続いて、私が大嫌いな誤文指摘／訂正問題。


    
        (1)Judging by the (2)incoherence of Margret’s speech, her mind (3)must be very (4)confusing.


    

ここでは、分詞形容詞が -ing形か -ed/en形の部分を訂正することが求められていて、今回問題にしている表現では、＜by + the +名詞句＞と前置詞byが適切な表現である知識が求められています。


    
        Among the many problems (1)facing our modern civilization, the fate of the aged is certainly one of (2)those foremost in the public mind, (3)judging by the number of articles on this subject (4)on magazines and newspapers.


    

これも、瑣末ではありますが、(X) on magazines and newspapersの前置詞onをinに訂正すべきもので、judgingに関してはいじらない。

＜by + the + 名詞句＞が続くことを知っていればOK。


    
        Judging from the way she looked, I should say she was fair rich.


    

これもjudgingはいじらず、形容詞richの前を副詞のfairlyに訂正すべきもの。

＜from + the way SV＞が続くことを知っているかどうか、です。


    
        (a)Judging from what she (b)has achieved (c)so far, she is (d)cleverer than wise.


    

これもjudgingはいじらない。同一物でのより適切・的確な形容を表す場合には、比較級を持つ形容詞でも more + 原級で表し、more clever than wise (wise というよりはcleverという感じ) に訂正する。

ここでは、＜from + what SV＞でwhatの名詞節のチャンクが続くという知識が問われている。
実際の入試問題でも、


	judging by と前置詞byが使われている
	the way SVや what SV の名詞節が使われている

ということは確認できました。
ただ、


	by the way SV
	by what SV

の結びつきが問題文で使われたり設問で問われることは稀なようです。
読解の素材文では、某女子大で使われていたものに、judging by what SVがありました。


    
        It is a curious truth that grasshoppers have their hearing-organs in the sides of the abdomen. Your daughter Vanessa, judging by what she's learnt this term, has no hearing-organs at all.


    

これは、もうご存知の方も多い、ロアルド・ダールの『マチルダ』の一節ですね。


    
        因に、1988年の作品発表以来、修正箇所も多いことでも知られていますが、この部分は、2023年版では、


	It is a curious truth that grasshoppers have their hearing-organs in the sides of the abdomen. Judging by what your daughter Vanessa has learnt this term, this fact alone is more interesting than anything I have taught in the classroom.

となっているとのこと。

www.telegraph.co.uk


    

ということで、現代英語でのjudging by/what界隈をオンラインコーパス等で検索した結果をひたすら貼りますので、生息域、使用実態に思いを馳せて見て下さい。
COCA系で＜judging + 前置詞 + the + 名詞＞


    
        COCAで上位20

[image: ] 


    

wayが上位にあるので、その続きに、SVが続くかなど、深堀は必要。


    
        GLOWBE で上位20 

[image: ]


    


    
        NOW　で上位20

[image: ] 


    


    
        TV で上位20

[image: ]


    

名詞節での比較。


    
        ベンチマークとなるCOCAで the way SV。 27:16 でbyが優勢。

[image: ] 


    


    
        COCA　でwhat SV。単純なヒット数は､こちらの方がthe wayよりも多い。

the wayとは異なり、by/from でほぼ同じ。

[image: ]


    


    
        GLOWBEでthe way SV。 58:31で、byがかなり優勢。 

[image: ]


    


    
        GLOWBEでwhat SV。こちらも、単純なヒット数は、the wayよりも多い。

98:77 で若干 byが優勢に見える。

[image: ]


    


    
        TVでthe way SV。byがかなり優勢という印象。

[image: ]


    


    
        TVで what SV。ここでは、the way とは異なり byとfromで半々くらいの印象。

[image: ]


    


    
        NOWで the way SV。312:85でby優勢。

[image: ]


    


    
        NOWでwhat SV。ヒット数はthe wayの倍。 509 : 355 でややbyが優勢。

[image: ]


    

Google BooksのNgram Viewerで名詞句と名詞節で比較。


    
        全体

judging by the way の独走で、残りはどんぐり状態。from what/by what はほぼ同じ。from the wayとby howとby the lookでほぼ同じ。 

[image: ]


    


    
        米。by the way独走は同じ。傾向としてはfromが2010年代から下降気味。

[image: ] 


    


    
        英。judging by the wayはここでも独走。by the look粘り強し。fromの下降傾向はここでも。

[image: ] 


    

個人的には、


	judging by the way SV
	judging by what SV

の実例をもっと教材で示しておく必要があると思っています。
学習用の辞書の用例だと、


    
        彼の口調からすると試験の出来はよくなかったらしい

Judging by the way he spoke, he didn't do well in his exam.　

彼女の話ではすべて順調にいっているようだ

Judging from [by] what she said, everything is going well.

（ウィズダム和英）


    

の他には、今日のエントリーで、英和の定義とともに既に引いていた、


    
        Judging ［To judge］ from ［by］ what you say, you are not happy with your wife.

君の言うことから判断すると, 君は奥さんとはうまくいっていないね.

（コンパスローズ）


    

くらいしか収録されていません。しかもfromが先でbyは（　）づき。
特に、whatの名詞チャンクが続くものは、what (has) happenedなど、SVではなく、Ｖがすぐ来るものもありますから、理解と表現の両面で、有益度はかなり高まると思われます。


    
        What if there is no real exit from easy money for the rest of our professional lives? Judging by what's happening in Australia, that's no longer a rhetorical question, writes @Moss_Eco

https://twitter.com/opinion/status/1359397495021912065

（私たちの職業人生の残りの期間、イージー・マネーからの本当の出口がないとしたら？オーストラリアで今起こっていることから判断すると、それはもはや修辞疑問ではないと@Moss_Ecoは書いています。）


    

ということで、私のこのざっくりした検索よりも、もっと精緻な研究をどなたかがしていることでしょうから、その情報をお寄せいただければ幸いです。
本日はちょっと長い記事でしたがこれにて。
本日のBGM： What’s wrong with the world? (Fairground Attraction)


    
        open.spotify.com
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    所謂「春休み」の期間となり、出講先への往復の車中がなくなりましたので、ツイッターの英語ニュース紹介＆詳解も激減しました。日頃は、オンラインコーパスの検索結果なども貼りまくっているのですが、反応は殆どありませんね。

もうとっくに知っていることなのか、試験の合否やスコア以外の英語ということばそのものには興味はないのか、よくわかりません。

昨年、古いつき合いのベテラン編集者とのやり取りの中で出てきたのが、「私が何を問題視しているのかということがなかなか理解されない」問題。

いや、そのベテランの方は分ってくれていると思うのですが、巷の方々がなんとも…。
今年に入ってからの､このブログの記事は努めて「英語そのもの」を取り上げているのは、そこに対する精いっぱいの抵抗です。
ということで、今日も英語の語法の話し。

「テスト」ではすっかりお馴染ではないかと思われる


    
        「副詞句just now は現在完了形とは使われない」

「現在完了でjust now を使うのは間違い」


    

という「通説」です。

ツイッターの英語クイズに限らず、WEBで英語を教えている方たちのありがたい教えや、市販の英語教材の多くが上記のように説いているような印象です。
でも、例えば、次のような説明って、本当に今でもされているんですかね？


    
        I have written it just now. [誤]

I wrote it just now. [正]

私は今しがたそれを書きました。

I have just written it. [正]

私は今それを書いたところです。

[注意] Just nowはa minute ago (今しがた)の意味であるから、やはり過去を表す副詞句であり、現在完了形と共に使うことは避けるべきである。

大塚高信　『英語百科小事典』　（垂水書房、1958年）


    

解説では「避けるべきである」という書き方にはなっているけれども、その前の用例提示では明らかに「正誤」の判定を下している。


    
        justもnowもともに「現在」を表す語で、どちらも現在完了に用いることができるが､これがいっしょになってjust nowとなると、純然たる過去の一定時を示す語句になり､現在完了には用いられない。

He has just come home from school （彼はちょうど学校から帰ってきている。）

He has come home from school now. （彼はもう[いま]学校から帰ってきている。）

He came home from school just now. （彼は少し前 [たった今さっき ー 少し前に] 学校から帰ってきた。）

（木村明　『英文法精解（改訂版）』培風館、1967年）


    

「用いられない」と明記。


    
        [正]  He went out just now.

[誤]  He has gone out just now.

彼はたった今出かけたばかりだ

（西尾孝　『実戦英単語活用辞典』　日本英語教育協会、1981年）


    

justに関する補足で、この正誤が示されているが、just nowそのものの但し書きは無い。
大昔の教材ならいざ知らず、いくらなんでも、20世紀末くらいでは、もう少し柔軟な扱いになっていたかと思います。例えば副詞句の位置の制約とかで但し書きがある、とか。


    
        now （今）は現在形に、justは現在[過去]完了と過去形とともに用いられるが、just now は普通文末において過去形とともに用いる。

(○) I have just received your letter. （ちょうどあなたの手紙を受け取ったばかりです）

(×) I have received your letter just now.

綿貫陽 『英語語法の征服（改訂版）』 (旺文社、1996年)


    

1996年の出版なので、時代としてはインターネット普及前夜。でも、入試問題正解の執筆時に出た私の疑問に対して、綿貫氏はご自身が作っているコーパスから用例を示してくれたくらいには､当時の「現代英語」には精通していらしたと思うのですよ。それでていて、いくら「普通」と但し書きがあるとは言え、×って、ねえ？


    
        追記：　因みに、綿貫氏が著者の一人でもある、『ロイヤル英文法（改訂新版）』（旺文社、2000年）では、p. 421 の「＜just now＞と現在完了」と題したコラムで、just now が現在完了と共起する例を挙げています。この4年で何かあったのでしょうか？


    

いや、比較的新しいものでも次のような記述だったりするんですよ。


    
        現在完了形は、過去のある時点の出来事の「現在との関連」を示す時制。

過去形は､現在と切り離された「明らかな過去」の出来事を表す時制。

a) I have just finished reading the book. (= already)

b) I finished reading the book just now. (= a moment ago)

宇佐美修　『新・英文法ノート』（日栄社、2009年）


    

位置の制約など一切言及なし。
ある程度現代英語の実態を踏まえた学参だと次のように「教育的配慮」としての記述になっています。


    
        just now （つい先ほど、ちょうど今）は過去形あるいは現在形の文で使われ、現在完了形の文での使用は避ける。ただし（米）では使われることも多い。

野村恵造 監修 『アルティメット総合英語（2nd Edition）』（啓林館、2022年）


    


	いや、入試では出るでしょ？

って言う人が必ず出てくるので、実例を。


    
        He (     ) home just now. Didn’t you know that?

① comes ② came ③ has come ④ had come 


    

第二文に過去形の疑問文を続けることで、無理やり過去文脈へと引きずり込もう､という企みですね。
こんな出題もあるにはあります。問題文本文ではなく、錯乱肢の中にjust nowがある、というパターン。


    
        Have you finished your homework (      )?

①  still	   ②  until 	③  just now	④  yet
She has worn the same jacket (        ).

① when I met her	② for a month	③ just now    ④ one year ago


    

どちらも､本文で現在完了形を示して、副詞(句／節)を答えさせるもの。
次の出題などは、正解として何を想定しているのか公表するべきだとさえ思います。


    
        次の文の下線部を日本文の意味になるように訂正し，英文を完成させなさい。

I have been seen her just now.　　　　(つい先ほど，私は彼女と会った。)


    

はてなブログでは下線が見えずらいのですが、どの語句に下線が引かれているかわかりますか？

そう、“have been seen” の部分ですね。明らかに「態」の誤りがあります。では「時制・相」は？
誤文指摘・誤文訂正の出題で､現在完了形と共起しない副詞（句／節）を問うとしても、just nowを問うことは近年では稀ではないかと思っています。


    
        次の英文の下線部(a)～(d)のうち，誤りのあるものを一つ選びなさい。
Last year, a curious nonfiction book (a)has become a Times best-seller; a dense meditation on artificial intelligence (b)by the philosopher Nick Bostrom, (c)who holds an appointment (d)at Oxford.


    


    
        (a)Although I am not sure about this, (b)I think that, when my brother (c)was in Europe last year, (d)he has been to England.


    

どちらも同じ大学の異なる年度の出題ですがlast yearが使われている文脈で、現在完了形が使えるのか、という知識を診ているようです。
誤文に注意喚起をしたい気持ちはよくわかります。

でも、英米の出版社から出ている定評ある「コモンエラー」系の書物で､just now が取り上げられることはあまりないような印象なんですけど…、


    
        現在完了形は過去を明示する語句と共には使うことはできない

(X)  I have seen a good film yesterday.

(○) I saw a good film yesterday.

（昨日､良い映画を見た）

文を述べる時点から見て過去に完了した行為を表す場合、過去形を示す単語や句（yesterday, last night, last week, last year, then, agoなど）がある場合は、現在完了形ではなく、必ず過去形を使う。

T.J. フィチキデス著、倉谷直臣訳編　『ロングマン　英語コモンミステイク500』北星堂、1989年）


    

ジャンルとしては同じ「コモンエラー」系で、これよりも新しいもので、「日本人学習者向け」を謳うものには、こんな記述が…、


    
        (×) Rebecca has returned to her office just now.

（○）Rebecca returned to her office just now.

（レベッカは今しがた会社に戻ったところです）

☞「つい今しがた、たった今」を意味するjust nowは通例過去時制と共に用いられる。なお、同じ意味でjustだけが用いられる時は、次の例のように、通例現在完了形をとる。

Rebecca has just returned to her office.

木塚晴夫、ジェームス・バーダマン 『日本人学習者のための米語正誤チェック辞典』（マクミランランゲージハウス、1997年）


    

「通例」とあるのに、○×で正誤を示しているところが気になります。同じ木塚氏の著書『日本人が間違えやすい　英語使い分け正誤用例辞典』（ジャパンタイムズ、2002年）でも「たった今」の項目で、同様に正誤を示していますが、そこでも「通例」という書き方です。
個人的には、20年前に出た次の書籍でもうとっくに解決済みだと思っていて、なぜ未だにこの項目が根強い人気があるのか理解に苦しみます。


    
        14  just now　「たった今」を現在完了形で用いるか？

Q. 次の (a)〜(d)の表現を使いますか。

(a) They have just now arrived.

(b) They have arrived just now.

(c ) They arrived just now.

(d) They just now arrived.
林龍次郎・鷹家秀史 『詳説　レクシスプラネットボード』（pp.42-43； 旺文社、2004年）


    

ここでの解説から少しだけ引用。


    
        just nowを現在完了形の文で用いる (a)(b)の使用率は必ずしも低くない。（中略）特に（米）の使用率が高い。（英）でも(b)の使用率は60%を超える。なお、just now という表現そのものが(堅)または（旧）という指摘もある。(p.42)


    


    
        通説に反し、just nowを現在完了形で用いた(a)(b)を使用すると答えた人はかなり多い。（中略）just nowについては、一般的には(c )のように過去形で文末に置く例を覚えておくのがよいが、通説「現在完了形でjust nowは使わない」を規則のように考える必要はないと思われる。(p.43)


    

英語ネイティブインフォーマンツによる回答結果の集計やコメントの詳細は、上記書籍をご覧下さい。
この『プラネットボード』以前の､私の理解・認識は


    
        柏野健次　『テンスとアスペクトの語法』（開拓社、1999年）

5.1.2. 現在完了形と過去時制の比較　（pp. 160-171）


    

の記述におんぶに抱っこでした。先行研究や用例を整理していて、今でも、参考になると思います。
みんな大好き（主語が大きい！）『安藤講義』ではこんな記述です。


    
        ② [過去時制または現在完了形とともに] 「ついさっき」　(a moment ago)

(11) 

a. “I met him just now,” said Luke. [後位] (Christie, Murder Is Easy)

（ついさっき彼と会いましたよ」とルークが言った）

b. He has just now turned 25. （最近25歳になったばかりだ） [中位] (Google)

安藤貞雄　『現代英文法講義』（開拓社、2005年）


    

b.の引用例がGoogleとだけあるのはちょっと気にはなりますが、ちゃんと、現在完了形と共起するjust nowの位置の制約も書いてありますので。
「実用書」の大御所として、日本の某英語学者からはボロクソに言われていたMichael Swanの語法書では次の通り。


    
        a.  in the end-position, usually with a past tense.

I telephoned Anna just now.

b.  in the mid-position with the verb, with a present perfect or past tense.

I(‘ve) just now realized what I need to do.

Practical English Usage, 4th Edition (Oxford、2016年)


    

比較的新しい語法書であるCOBUILD English Usage (Collins, 2019年)では、興味深い指摘があります。

まず、副詞のjustでは、米語法では、現在完了形ではなく、通例(= usually) 過去形と共起、として用例を載せています(p.280)が、just nowに関しては、nowの項目に注記があり(pp. 351-352)、just nowが過去形と共起する例のみを示しています。私が興味深いと思ったのは、最後の注記。(p. 351)


    
        !  BE CAREFUL

Don’t use ‘right now’ or ‘just now’ in formal writing.


    

という件の書／話やフォーマル／インフォーマルに関しては、日本の辞書や文法書ではあまり指摘されてこなかったところでは？
ということで、ツイッターでも貼っていた、オンラインコーパス等での「ざっくり」とした検索結果をこちらにも。
検索の便宜上、中位のみです。


    
        COCAで話し言葉と、TV＆Movieコーパスで検索

[image: ]


    


    
        米語法に限らない、という検索結果

[image: ]


    

これをみる限りでは、辞書の注記にも修正が必要なのではないかと感じています。


    
        『ウィズダム英和（第4版）』（三省堂）

『ジーニアス英和（「第６版）』（大修館書店）

『O-LEX英和（第2版）』（旺文社）

『コンパスローズ英和』（研究社）

の記述から抜粋して引用。

[image: ]


    

just nowの位置の制約に関する注記は必須。米語法と限定するのは適切とは言えないのではないかと。


    
        SKELLでの100万語辺りの出現頻度は 0.07 と出ました。

[image: ]


    

この0.07というのは、英語の魚が棲む大海原に網を投げて、100万匹の種々の魚を捕ったときに、そこにそのお目当ての魚（＝語）が何匹いるか、というような目安と捉えています。


	少数なんだから、低頻度。そんなものを教える必要はない。

という向きもあるでしょう。
比較の対象として、つぎのようなものの数値を確認しておきましょうね。


    
        助動詞として用いられる＜used to原形＞の否定でよく見られる ＜did not used to 原形＞が、 0.07 です。

[image: ]


    


    
        一見破格ですが、よく見る言い回しの This despite が、0.36 です。一ケタ違いますね。

[image: ]


    


    
        私が「知っておいた方が良い」と言って、高校生には教えている because of the way が 1.0 です。２ケタ違いますよ。

[image: ]


    


    
        受験対策では、みんな大好き（主語がデカイ！）な nothing is more important than は、0.05 です。

[image: ]


    

この最後の例だけ、比較級という形式ではなく、more importantという語彙項目にしているところは、まあ狡いといえば狡い比較なのですが、


	「最上級相当の意味内容を比較級で表す」際の用例

としては、このmore importantが典型例という印象です。
最近改訂版が出た、『アップグレイド英文法・語法問題（四訂版）』（数研出版、2023年）は、過去28年の大学入試問題を徹底分析し、悪しき「受験英語」を排し、「実用英語」にターゲットを当てていることを謳っています。

そこでも、＜nothing is + 比較級＞で取り上げられている問題では、このimportantが使われていました。
現代の実用英語という観点からも、この表現が重要なのであれば、頻度の目安から言って、just nowが現在完了形と一緒に中位で用いられるものも同等かそれ以上に重要なのでは？


	「過度の一般化は慎重に！」

ということは本当にうんざりするくらい言ってきましたけれど、 「ルールではないもの」を「ルール」であるかのように扱い、それをテストして、英語が分かる分からない、英語ができるできない、の品定めをするのは下品だと思っています。


今、「意識高い系」の私立高校の入試では、かつての大学入試英語の前倒しのような語彙項目､文法事項の出題が増えてきた印象です。

その問題を「過去問」として解説する､学参や問題集の記述が心配でなりません。

そして、英語が教科として、小学校に降りて、中学の入試で英語が問われ始めました。

私が何を問題視しているか、心ある英語指導者には感じて欲しいと思います。
本日はこの辺で。
本日のBGM： POISON〜言いたい事も言えないこんな世の中は〜　（反町隆史）


    
        open.spotify.com
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    tmrowing英語研究会主宰の松井孝志です。
2023年度のオンラインでの「英語」の個別指導が終わりますので、2024年度４月以降の日程で若干名を募集します。

スケジュールのご都合がつく方はお問い合わせください。
対象は主に高校生〜大学受験生を想定しています（ただし、私の出講している高校に在籍する方は不可となります）。

2023年度は、高校生・受験生だけでなく、一般の方も受講されていました (一般の方はD講座が中心です）。

教員採用試験に向けて準備されている方で英語の総合力のアップに､と受講されていた方もいました。

現職の英語教員の方からのリクエストもあり、スケジュールが合えば対応させていただきます。
まずは、リクエストをお寄せいただき、スケジュールや､ご希望の講座内容、目標などをガイダンスで確認させていただきます。

必ずしもご希望に沿えるわけではないことはご承知おき下さいますよう､お願いします。
A. 主な指導メニュー


	1. 四角化ドリル＋チャンクでの語彙学習
	2.「診断テスト」＋英作文
	3. テクストタイプ別英文ライティング

B. オンラインでの指導の流れ

概ね以下の通り。


	①Google Meet Session：（前回の講評）新教材・課題配信とガイダンス90-120分
	②受講者が各自取り組む　→　課題の指示に応じて必要があれば事前提出
	③Google Meet Session：Google Meetを用いた対話型の指導が90-120分。
	④そのフォローとしての課題のやり取り、メールでのやり取り。

ガイダンスを経て基本的に曜日と時間帯を固定して進めます。
C. 受講料

受講料は受講者とのガイダンスを経て、現在の英語力と目標に応じて指導内容・時間と併せて決定しますが、60分換算で7500円を基準とします。
D.スケジュール

現時点でオンラインで指導可能な曜日と時間は、

月曜日　16:00-18:00 　（19:00以降は相談中）

水曜日　13:00-15:00     16:00-18:00 　　

　　　　　（19:00以降は応相談）

木曜日　13:00-15:00     16:00-18:00

　　　　　（19:00以降は応相談）

となっています。※抹消線の時間帯は既に埋まっています。

受講を希望される方は、メールで

tmrowing.ELTアットマークgmail.com

まで、お問い合わせください。
メールのやり取りだけでなく、Google Meetを使った個別のガイダンスを経て、最終的に受講を決めていただければと思います。

お問い合わせの際には、氏名、高校生の場合は学年を、高校卒業以上の方は年齢を並記の上、上記Aの受講内容の希望とDのスケジュールの希望

をお知らせください。追って、ガイダンスの候補日と時間帯をお知らせします。
お問い合わせの段階から、皆様からお預かりした個人情報は、tmrowing英語研究会主催のワークショップ・セミナーの運営に関する情報管理のみにて使用させていただきますことをお約束致します。
以下、受講内容の参考に、
1. 四角化ドリル＋チャンクでの語彙学習　　　
三省堂『チャンクで積み上げ英作文』を使っている高校生は、その教材に関する著者自らの痒いところに手が届く指導助言を行います。この教材を使用していない高校生や大学受験生は、オリジナル教材で、英語のチャンクの捉え方を踏まえた、理解＆表現で使える語彙力増強と英語のセンスの向上を図ります。

noteで、公開している


    
        note.com

note.com


    

を見ていただくとどのようなチャンクを扱い、拡充していくのか理解できるかと思います。


2.「診断テスト」＋英作文

noteで公開しているマガジンの「診断テスト」


    
        初級編

note.com

中級編

note.com


    

のうち、受講者のレベルと目標に応じて、どちらか（または両方）をメインテキストにして、更なる「英作文」の力を養い、鍛えます。
3. テクストタイプ別英文ライティング

講師・松井孝志の本領が遺憾なく発揮される講座となるでしょう。

シラバスは決まっていますが、教材・課題は受講者のレベルに応じてカスタマイズして進めて行きます。

拙著の高校編などをお読みいただければ、指導の理念や重点は理解していただけると思います。


    
        www.taishukan.co.jp


    

拙著以外でも、このブログ「英語教育の明日はどっちだ！」の検索窓を利用して、英文ライティングやつながり、まとまりに関する記事を検索していただければ、松井がこれまでに実践してきた具体的な指導や評価の中身も知ることができます。


ご検討よろしくお願いします。
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    今年に入ってから、既に28本の記事を書いていました。

2023年が12本

2022年が14本

でしたから、既に過去2年分以上の記事を書いたことになります。

私に残された時間も少ないので、思いついたことをまとめられるよう過去のツイートなどをこまめに整理するようになりました。
今日のエントリーは、告知から。
直近のオンラインセミナーのお知らせ二つ。
3月30日（土）　午後　は指導者対象の「文字指導＆handwriting指導法（初級）」です。


    
        passmarket.yahoo.co.jp


    

新年度の実践を考えると、同僚の方との受講が吉。

文科省の英語系担当者、大学の教職担当の方、自治体の指導主事の方など、指導者を指導する立場の方の受講も大歓迎です。


3月31日（日）　午後　は指導者に限らず受講可能な、辞書活用法のセミナーです。

アプリ辞書の活用法

手持ちの辞書の持ち味を知る

など、画面共有で実際の操作もお見せする濃密な3時間です。


    
        passmarket.yahoo.co.jp


    

よろしくご検討下さい。


さて、

いつものように、ツイッター英語ニュース引用RT140字紹介＆詳解をしていて、こんな事例を取り上げたので、こちらで整理しておきます。


    
        Malaysia targets a record 5 million Chinese visitors in 2024 as part of its efforts to accelerate post-pandemic recovery
Malaysia targets a record 5 million Chinese visitors in 2024 as part of its efforts to accelerate post-pandemic recovery https://t.co/5akj5Rvbqc pic.twitter.com/kSuAKWr79m
— Al Jazeera English (@AJEnglish) 2024年3月22日
   

Malaysia welcomes Chinese tourists back in droves after pandemic slump | Tourism | Al Jazeera

    

私の解説はこちら。


    
        #比較級含意動詞 #最上級相当のrecord a record 5 million Chinese visitors in 2024 recordが単独で形容詞として数量をイメージしやすい名詞（ここではvisitors)を修飾して「記録更新の；最高記録の(≒unprecedented)」の意を表す用法を確認。 accelerate 「加速する→促進する」は比較級含意動詞。

https://twitter.com/tmrowing/status/1771004207753200033


    

この書き方では、記事の内容そのものも、recordの語法自体の説明も不十分でした。

記事の内容についての補足が次のツイート。


    
        記事本文の見出しは Malaysia sees Chinese tourist boom in the offing after pandemic slump 名詞boomとslumpも #比較級含意ファミリー！ in the offing は成句で upcoming; just around the cornerと同様に「すぐそこにある；間もなく生じる」。 ここでは「良いこと」を見越していることを確認。

https://twitter.com/tmrowing/status/1771005997647340028


    

次のツイートでは、オンラインコーパスの結果を貼り付け、recordの語法の補足をしていました。


    
        この形も「素晴らしき2週間」と同じパターンで整理するのが吉。 昔ながらの用法だと a record snow a record crop などの不可算扱いの名詞の前の a recordとか、 a record highに注意だったけれど、今ではa record highsを見るだけでなく、多様な数量＋複数名詞を修飾していますのでその積もりで。

https://twitter.com/tmrowing/status/1771010952747688409


    

こちらがその検索結果。


    
        NOW

[image: ]

GLOWBE

[image: ]

COCA

[image: ]


    

この項目は2年ほど前のツイートでも一度取り上げていました。


    
        Statistics show a record 4.3 million referrals for those of all ages, up 15% since before the pandemic
📈 Statistics show a record 4.3 million referrals for those of all ages, up 15% since before the pandemic https://t.co/RPCFj8tkxY
— The Telegraph (@Telegraph) 2022年3月15日
   

    

当時の解説がこちら。


    
        「統計によれば…」の典型Statistics show …。名詞句は「素晴らしき2週間」の変種で a record 数詞＋複数形名詞「記録的な; これまでの最高記録となる」。不定冠詞で始まることに注意。referralは「専門医、専門の医療機関へと移すこと」。since before …「… 以前から」での比較・差分を確認。

https://twitter.com/tmrowing/status/1503946178580267011


    

私が「昔ながら」の用法と区別して「record単独」と最初のツイートで書いたのが、この現象の説明としては適切ではなく、誤解を招いたかもしれません。

これまでにもかなり広く用いられていて、辞書の用例でも多く収録されているのは、recordの形容詞的用法で、


    
        a record harvest 「記録的収穫高 [量 ]

a record rainfall 「記録的降雨 l降水量]

reach a record high 「最高記録に達する」


    

などの単数扱いする名詞を修飾するものです。


    
        先月この地域では記録的な降雪があった

There was a record (amount of) snow in this area last month. (O-LEX和英）


    

や


    
        公園は記録的な人出だった

There was a record number of people in the park. (ウィズダム和英）


    

のように名詞句の修飾にも広がっていて、さらには、


    
        Crude oil prices hit record highs of more than $70 a barrel. (OALD)


    

のように名詞highに同格のofで数詞付きの名詞句が続くものを経て、


    
        The strike went on for a record 140 days.

ストライキは140日間にわたる記録破りのものだった　（ランダムハウス英和）


    

に見られるように、highなどの名詞抜きで、直接数詞付きの名詞を修飾することがあります。ランダムハウスは原著が1980年代の編集で古いといえば古いものですが、このような例は、辞書ではなかなか見つけ難かったのでした。
最近では、


    
        The US trade deficit ballooned to a record $167 billion.

米国の貿易赤字は1670億ドルと，記録的な額にふくれ上がった（Oxfordコロケーション辞典）


    


    
        石油価格は過去最高の1バレル75ドルに達した．

① Oil prices ⌈hit [reached] a record high of $75 a barrel.

② Oil prices ⌈hit [reached] a record $75 a barrel.

（英語の数量表現辞典）


    

のように、金額・価格などの例では、わかりやすい用例が収録されるようになっていますが、冒頭で引いたvisitorsや過去ツイのreferralsのように「多様な名詞」を修飾する例は、辞書ではまだまだ見つけることが難しいのです。
ということで、この機会に、大学入試の素材文で出てきたものから採取した例を見ておこうと思います。

例によって、出題校名は示しませんが、例のソフトをお持ちの方はすぐ見つかるでしょう。

私はそれほど入試問題のデータには詳しくありませんが、2000年以降では、00年代の後半くらいからは、この用法が見られるようになっているのではないでしょうか？
次の例などは00年代半ばの出題で見られたもの。注意するべきは、出題年とその英文自体が書かれた年代とは必ずしも一致しないということです。


    
        Tokyo is a showcase of how “heat island” can make its mark on a city. Tokyo had a record 67 days in 2000 that hit 30°C or higher.

東京は「ヒートアイランド」がいかに都市に影響を与えるかを示す典型的な例である。東京では2000年に30℃を超える日が67日間もあった。


    

以下、比較的新しい年代で出題されたものから抜粋。


    
        A record 30,000 tickets were sold for the Women’s FA Cup5 final between Arsenal and Chelsea at Wembley in May.

5月にウェンブリーで開催された女子FAカップ5決勝、アーセナル対チェルシーのチケットは過去最高の3万枚を売り上げた。


    


    
        The exact figure was a record 20,113,000 people, compared to 16,316,000 for the same period in 2015.

正確な数字は過去最高の20,113,000人（2015年同期は16,316,000人）だった。


    


    
        According to the National Police Agency’s white paper, a record 26.7 million items were reported to police departments nationwide in 2015, excluding cash.

警察庁の白書によれば、2015年に全国の警察署に届け出られた物品は、現金を除いて過去最高の2670万点に上った。


    


    
        Eighty years later, when the 2004 Summer Olympics returned to Athens for the first time in more than a century, nearly 11,000 athletes from a record 201 countries competed.

それから80年後、2004年夏季オリンピックが1世紀以上ぶりにアテネで開催され、過去最高の201カ国から約11,000人の選手が出場した。


    


    
        The average length of a cruise in 2006 was 7.0 days. CLIA estimates that a record 12.6 million passengers will take a cruise in 2007.

2006年の平均クルーズ日数は7.0日だった。CLIAは、2007年には過去最高の1,260万人がクルーズを利用すると予測している。


    


    
        In 2017 a record 37,329 second-hand flats were sold in Tokyo, a 31% increase on ten years earlier.

2017年、東京では過去最高の37,329戸の中古アパートが販売され、10年前に比べ31％増加した。


    


    
        With a record 2.5 million foreign residents living in Japan in 2017, you are likely to become friends with an immigrant as a classmate, co-worker, or neighbor in the future.

2017年には日本に住む外国人が過去最高の250万人に達し、将来、同級生、同僚、隣人として移民と友達になる可能性が高い。


    

バリエーションも少々。


    
        According to statistics from the Iwate Prefectural Government, the number of foreign tourists visiting the prefecture has been steadily rising since the 2011 earthquake, and reached a record-breaking 163,230 people in 2016, up 41,739 from the previous year.

岩手県庁の統計によると、県内を訪れる外国人観光客数は2011年の震災以降、着実に増加しており、2016年は前年比41,739人増の163,230人と過去最高を記録した。


    

※こちらの ＜a record-breaking 数詞 +複数形名詞＞の方が古くから見られる印象です。


    
        NOW

[image: ]

COHA

[image: ]


    


    
        The number of non-Japanese children at public schools who are lacking in Japanese language skills and who need remedial lessons hit a record 34,335 as of May last year, the latest survey by the education ministry showed Tuesday.

日本語能力が不十分で補習が必要な公立学校の外国人児童生徒の数が、昨年5月時点で過去最高の34,335人に達したことが、火曜日、文部科学省の最新の調査で明らかになった。


    

※先行文脈で numberとchildrenで「人数」だと分っているので､言わなくていいものは言わずに済ますもの。
この＜a record + 数詞 + 複数形名詞＞は、数量表現で、増減或いは不変化を示す文章であれば、比較に関する他の表現形式と一緒に使われる可能性があるので、特殊で例外的な表現形式だと思わず、知っておいた方がよい表現形式だと思っています。
例えば、次のような文脈。


    
        Asians have surpassed Hispanics as the largest wave of new immigrants to the United States, pushing the population of Asian descent to a record 18.2 million and helping to make Asians the fastest-growing racial group in the country, according to a new study by the Pew Research Center.

ピュー・リサーチ・センターの新しい調査によると、アジア系はヒスパニック系を抜いて米国への最大の新規移民の波となり、アジア系人口を過去最高の1820万人に押し上げ、米国で最も急成長している人種グループとなった。


    

「素晴らしき2週間 (a beautiful two weeks)」のパターンに関しては、過去のツイートでも、何回も取り上げています。


    
        The U.S. is heading for “a tough few weeks to months” as the omicron variant of coronavirus rapidly spreads, Dr. Anthony Fauci said.
The U.S. is heading for “a tough few weeks to months” as the omicron variant of coronavirus rapidly spreads, Dr. Anthony Fauci said.https://t.co/ozzTyoJsy5
— New York Daily News (@NYDailyNews) 2021年12月19日
   

    


    
        #素晴らしき2週間 a tough few weeks to months 「厳しい数週間から数ヶ月」 ＜不定冠詞＋形容詞＋数詞＋複数形名詞＞はお馴染み。その複数形名詞に「幅」のある例。 #asの前景後景 前景はis heading for の進行形で「見込み＆推移」に焦点。後景のas節は比較級含意のspreadの現在形で「急増」。

https://twitter.com/tmrowing/status/1472720146615910405


    


    
        
Humans are likely responsible for 75% of all wildfires — and the climate crisis is making them worse pic.twitter.com/lBB6vloBK8
— NowThis Impact (@nowthisimpact) 2020年9月29日
   動画内キャプションより。 "While some fires happen naturally, humans still play a huge part. Researchers show that humans are responsible for an estimated three quarters of all wildfires." 一般に「責任の所在」で用いられる be responsible for が「占める割合」で用いられる背景も得心。

https://twitter.com/tmrowing/status/1311051446301921280


    


    
        An estimated 230,000 people have been displaced by fighting in Myanmar and need assistance, the UN said
An estimated 230,000 people have been displaced by fighting in Myanmar and need assistance, the UN said https://t.co/BMlobAswj4
— CNN International (@cnni) 2021年6月25日
   

#受け身の動作主を表すbyに続く動名詞に見える無冠詞の名詞 displaceは通例受け身で「本来の住処を追われる；移住を余儀なくされる」という被害を表す。ここでのby は「手段」ではなく、受け身の動作主の名詞句を導くもので、fightingは「闘うこと」ではなく、無冠詞で不可算扱いの「戦闘；交戦」。

https://twitter.com/tmrowing/status/1408498306158796802

an estimated 230,000 people の、一見破格に見える＜不定冠詞と形容詞と数詞＋名詞＞の「素晴らしい二週間」パターンはもうお馴染みですね。

https://twitter.com/tmrowing/status/1408498306158796802

    

この「素晴らしき2週間」の項目に関しては、名古屋大学大学院の大名力先生のスレッドが参考になると思いますので是非､スレッドの最後までお読み下さい。（因に、この大名先生の連ツイは2017年のものなんですよ）


    
        
■"a beautiful two weeks"

表題のような表現を見たら，不定冠詞が余分と思ってしまうかもしれませんが，実はこれは文法的で，不定冠詞がない方が間違い。

　○ a beautiful two weeks
　× beautiful two weeks
— 英語の発音と綴りなど (@bupxdnq) 2017年9月4日
   

    



本日はこの辺で。
本日のＢＧＭ：　レコードの日 （クレイジーケンバンド）
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    今日のエントリーも、「気になる語法」シリーズに入れておいて下さい。

英語ニュースで時折見聞きする表現形式というか言語「事実」だとは思うのですが、英語ニュースの解説本を書いてくれるような有識者も全くと言っていいほど触れてくれない項目という印象を持ち続けてきました。
先日､久しぶりにこの表現を取り上げたので、この機会に少し実例をまとめて眺めておきたいと思います。


    
        Ukraine Says Destroyed Russian Military Boat In Black Sea
Ukraine Says Destroyed Russian Military Boat In Black Sea https://t.co/WRcR2IEfjk
— NDTV (@ndtv) 2024年3月5日
   

www.ndtv.com

報道文体の S + says + 動詞 （またはwii/wouldなど助動詞） はソーシャルメディアでも見られます。 It is said that SV S reportedly V と同じ感覚なのかとも思ったのですが、実際には、 S says ready [willing] to 原形 S says seem to 原形 があるので、動詞の時制の原理原則がよくわからない。

https://twitter.com/tmrowing/status/1764948929823879403

    

上述の見出しの表現は、

Ukraineが主語、Saysが伝達動詞で、本来は名詞節などが続くはず。ところがそこに、他動詞の過去形であるDestroyedが来て、目的語に相当するRussian Military Boatが続いている、という「環境」になっているのです。報道文体でよく言われる、be動詞の省略では説明できない言語「事実」でした。
これまでにも、この類いの伝達動詞saysに続く､文法的には「破格」に見える言語事実は、ツイッターの「英語ニュース引用RT140字紹介＆詳解」でいくつか取り上げていました。


    
        EU says willing to give AstraZeneca more time for vaccine deliveries
EU says willing to give AstraZeneca more time for vaccine deliveries https://t.co/LlY0bUdOE0 pic.twitter.com/Gn6DjM3oQ0
— Reuters (@Reuters) 2021年5月11日
   

https://www.reuters.com/world/europe/new-eu-legal-case-against-astrazeneca-over-vaccine-supplies-gets-underway-2021-05-11/

#メディア系文体での名詞節でのSV省略 本来はA says that it is willing to 原形でしょうが、A says willing to 原形と端折るのは、ニュースだけでなくソーシャルメディアでも見られるようになってきた印象。readyが多いかとは思いますが、willingやhappy でも見られて、seemがくることもあります。

https://twitter.com/tmrowing/status/1393848672496939010

    


    
        No red lines in responding to Israeli aggression: Hamas

Hamas' military wing says ready to sacrifice everything to protect holy city, Al-Aqsa
No red lines in responding to Israeli aggression: Hamas 

Hamas' military wing says ready to sacrifice everything to protect holy city, Al-Aqsahttps://t.co/00dGQQ0KFJ pic.twitter.com/dQNTOnrM8C
— Anadolu English (@anadoluagency) 2021年5月13日
   

No red lines in responding to Israeli aggression: Hamas

別記事別媒体でのreadyの例。 sayの伝達文の用法として辞書で取り上げているものはあるのかな？

https://twitter.com/tmrowing/status/1393848672496939010

    


    
        Coronavirus in Uttarakhand: CM of Uttarakhand says – ready to face the third wave of Corona
Coronavirus in Uttarakhand: CM of Uttarakhand says – ready to face the third wave of Corona https://t.co/D5TNGe5xdf
— TIMES18 (@TIMES18News) 2021年5月16日
   

別記事別媒体で、伝聞で現在形のsaysに続いて、ダッシュで表記されたreadyの例。

https://twitter.com/tmrowing/status/1394026454409564161

    


    
        Nigeria's Okonjo-Iweala says 'ready to go' on day 1 as WTO boss
Nigeria's Okonjo-Iweala says 'ready to go' on day 1 as WTO boss https://t.co/tR9xknRuti pic.twitter.com/Sy3vZl7Mo6
— Reuters (@Reuters) 2021年3月1日
   

別記事別媒体で、引用符での表記例。

https://twitter.com/tmrowing/status/1394026454409564161

    

この「引用符」が､解決の糸口になりそうな気はしています。


    
        https://www.reuters.com/world/middle-east/un-chief-says-israel-gaza-fighting-utterly-appalling-2021-05-16/

Reutersから別記事最新版。 記事本文の見出しはこう。 

U.S. says ready to help Israel, Palestinians if they seek a ceasefire
Reutersから別記事最新版。
記事本文の見出しはこう。

U.S. says ready to help Israel, Palestinians if they seek a ceasefirehttps://t.co/rlvuMKyDBe
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2021年5月16日
   

    


    
        Colonial Pipeline says experiencing network issues
Colonial Pipeline says experiencing network issues https://t.co/nrCGPkN3l3 pic.twitter.com/hijjkNilL5
— Reuters (@Reuters) 2021年5月28日
   

https://www.reuters.com/technology/colonial-pipeline-says-experiencing-network-issues-2021-05-28/

#見出しの伝達文でのSVの省略 ロイター！ 記事本文のリードはこういう英語。 

Colonial Pipeline, the nation's largest fuel pipeline, on Friday said it was experiencing network issues, just weeks after a ransomware attack crippled fuel delivery for several days in the United States.

https://twitter.com/tmrowing/status/1394026454409564161

    


    
        In Tokyo, Biden says would be willing to use force to defend Taiwan
In Tokyo, Biden says would be willing to use force to defend Taiwan https://t.co/B1fZJcdQhL pic.twitter.com/pi8DNN0Kpl
— Reuters World (@ReutersWorld) 2022年5月23日
   

https://www.reuters.com/world/biden-meets-japanese-emperor-start-visit-launch-regional-economic-plan-2022-05-23/

メディア文体で頻出の伝達文中で主節の主語と共通するＳ(Ｖ)の省略。本来は ＜Biden says that he would be willing to 原形＞とでもなるべきところ。 バリエーションとしては says ready [willing/happy] to 原形 や says seem to 原形 もあり。 一般人の投稿にも見られるので最早止められない？

https://twitter.com/tmrowing/status/1528660964509290496

    


    
        French minister says will not pay for Twitter's blue checkmark 
French minister says will not pay for Twitter's blue checkmark https://t.co/4sOlywB9ds pic.twitter.com/gjYtNpGWzO
— Reuters (@Reuters) 2022年11月6日
   

https://www.reuters.com/technology/french-minister-says-will-not-pay-twitters-blue-checkmark-2022-11-06/

メディア文体で頻出の伝達文中で主節の主語と共通するＳ(Ｖ)の省略。 ここではsays will not pay for のsays とwillの主語が同じと言うこと。 ロイターでよく見る気がするのは気のせい？ 

バリエーションは 

would 

seem to 

ready to 

happy to 

willing to 

など「これから」に言及する心的態度が多い印象。

https://twitter.com/tmrowing/status/1589334610860965890

    


    
        Austria does not plan on repeating a controversial summer campaign in which festivalgoers were offered one year's free public transport passes for a tattoo, officials said Friday.
Austria does not plan on repeating a controversial summer campaign in which festivalgoers were offered one year's free public transport passes for a tattoo, officials said Friday.https://t.co/e462aFkcnw
— AFP News Agency (@AFP) 2023年10月27日
   

#報道文体での伝達動詞に続く主語の省略 写真のキャプションに注目。 Austria says it won’t repeat ,,, となるべきところで、同じ主語を言わないで助動詞のwon’t が伝達動詞のsaysに続いて Austria says won’t repeat … となっているのを確認。 報道の見出しではタイポではなく時に見られるもの。

https://twitter.com/tmrowing/status/1717953768023798054

    

次のような、接触節での連鎖での見た目の “says will” などとは異なるので念の為。


    
        Is self-checkout checking out? Target is limiting self-checkout to 10 items or less — a move the company says will improve efficiency and customer experience. This comes as other retailers are phasing out self-checkout altogether.
Is self-checkout checking out?

Target is limiting self-checkout to 10 items or less — a move the company says will improve efficiency and customer experience. This comes as other retailers are phasing out self-checkout altogether. https://t.co/LPUDPyYLsL pic.twitter.com/VA4yhNmTov
— ABC News (@ABC) 2024年3月17日
   

    


    
        The Jamaica Labour Party is calling for Leader of the Opposition Mark Golding to retract statements he made on Sunday which the party says seem to encourage the casting of ballots in the name of deceased voters.
The Jamaica Labour Party is calling for Leader of the Opposition Mark Golding to retract statements he made on Sunday which the party says seem to encourage the casting of ballots in the name of deceased voters.

Read more: https://t.co/HMbpJxFOEX #GLNRToday pic.twitter.com/g3UPT6TsU3
— Jamaica Gleaner (@JamaicaGleaner) 2023年7月25日
   

    



その後採取した例も示しておきましょう。


    
        Hero Alom says unwilling to continue case against Rizvi
Hero Alom says unwilling to continue case against Rizvi https://t.co/WxZBe7Es7x
— New Age (@NewAgeBDcom) 2023年8月8日
   

https://www.newagebd.net/article/208847/hero-alom-says-unwilling-to-continue-case-against-rizvi

    

ここでは、伝達動詞で三単現のsaysに否定の意味を持つunwillingが続いています。少し長くなりますが、記事を引用。


    
        Social media content creator Ashraful Hossen, popularly known as Hero Alom, on Monday filed a case with Dhaka Metropolitan Magistrate Court against the main opposition Bangladesh Nationalist Party senior joint secretary general Ruhul Kabir Rizvi for making ‘defamatory’ remarks about him.

Alom, however, later told the court that he had forgiven the BNP leader and did not want to continue with the case.

Alom told New Age, ‘I informed the court that I am not willing to continue the case. I asked the court to pardon the BNP leader.’


    

最後の文で引用されている本人の発言は、 “I am not willing” ですが、その内容が要約されて、記事の見出しのunwillingになっていることがわかります。


    
        Swedish PM says ready to fortify crucial Baltic island
Swedish PM says ready to fortify crucial Baltic island https://t.co/71rIlTW2Xb
— FT World News (@ftworldnews) 2024年3月12日
   

Sweden ready to fortify crucial Baltic island, says PM

    


    
        Brazilian mining giant says willing to participate in China's decarbonization and green transformation, which has made substantial headway over the five decades
Brazilian mining giant says willing to participate in China's decarbonization and green transformation, which has made substantial headway over the five decades. https://t.co/hEELgWjiCc pic.twitter.com/bOf4VBRMKG
— China Xinhua News (@XHNews) 2024年3月8日
   

Interview: China's high-quality development contributes to global energy transition-- Brazilian mining giant-Xinhua

    


    
        Minister says happy to help Sunak wife’s company in UK - a new VIP lane? Sunday Mirror
Minister says happy to help Sunak wife’s company in UK - a new VIP lane? Sunday Mirror https://t.co/C8wIcaSyaf
— Patrick Dunleavy (@PJDunleavy) 2024年2月4日
   

Tuesday's national newspaper front pages | UK News | Sky News

    


    
        Fed says unlikely to cut rates without 'greater confidence' inflation nearing goal
Fed says unlikely to cut rates without 'greater confidence' inflation nearing goal pic.twitter.com/8Cl5iNK3Gx
— AFP News Agency (@AFP) 2024年1月31日
   

    


    
        Eversendai says unable to give value breakdown on RM5.4b projects due to NDAs
Eversendai says unable to give value breakdown on RM5.4b projects due to NDAs #myedgeprop https://t.co/CSQlGGQZYU pic.twitter.com/iZxMA5mSHc
— EdgeProp Malaysia (@myedgeprop) 2024年3月18日
   

Eversendai says unable to give value breakdown on RM5.4b projects due to NDAs | EdgeProp.my

    

このようなsaysに不定詞を取る形容詞群が続くものは、主語が同じで、be動詞とともに省略された､という見方をすることが可能でしょうが、では、なぜそれが可能なのか？その理由（基準／環境／条件？）がよく分かりません。
次のような例は、どう説明できるでしょうか？


    
        Macron says would take 'decades' for Ukraine to join EU
▶️ Live: Macron says would take 'decades' for Ukraine to join EU https://t.co/FUs6CCvxs3 pic.twitter.com/JAdqNlDZwV
— FRANCE 24 English (@France24_en) 2022年5月10日
   

www.youtube.com

    

先ほどの最後の例と同じく、フランスの公共放送の英語記事です。そして、この見出しの表現は、動画でも同じです。

そもそもbe動詞を使っていませんので、名詞節中の主語だけが省略されている理由は、他の基準に求める必要があるでしょう。ニュースで日記文体？
この表現も、つぎのような「連鎖」で生じる、見た目の “says would” とは異なるのでご注意を。


    
        French lawmakers have adopted amendments that Macron’s government, which has spent years pitching France as business-friendly, says would send the wrong signal to investors
French lawmakers have adopted amendments that Macron’s government, which has spent years pitching France as business-friendly, says would send the wrong signal to investors https://t.co/LeDue9NRcp
— Ania Nussbaum (@Newsbaum_) 2022年10月13日
   

    

今回私が争点としているのは、こちらの構造（環境／現象／言語事実）です。


    
        Dominican Republic’s president says will never accept setting up refugee camps, when asked about Haiti situation
Dominican Republic’s president says will never accept setting up refugee camps, when asked about Haiti situation
— CGTN America (@cgtnamerica) 2024年3月4日
   

    

こちらでは、 “says will never 原形”となっています。 
今日のエントリーの冒頭で示したような、that節中にいきなり時制を持った一般動詞が来る例は稀だという印象です。


    
        Smaller companies in Germany cope well with #energy price fluctuations - survey Increasing share of companies only spend small fraction of sales on energy, and large majority says managed to reduce consumption
Smaller companies in Germany cope well with #energy price fluctuations - survey

Increasing share of companies only spend small fraction of sales on energy, and large majority says managed to reduce consumption @KfWhttps://t.co/Gk6xkM5f1x pic.twitter.com/jAuB5NEV3n
— Clean Energy Wire (@cleanenergywire) 2023年9月27日
   

Smaller companies in Germany cope well with energy price fluctuations - survey | Clean Energy Wire

    

ここでは、 “says managed to原形”　と一般動詞のmanageの過去形が続いています。
時折目にする次の例などが、このsays に時制を持った一般動詞が続くことを説明するヒントとなるかもしれません。


    
        What does it mean when it says failed to authenticate your connection?

www.thewindowsclub.com


    

ここでは「エラーメッセージ」をsaysが引用しています。

もともとのエラーメッセージで､主語が省略されているので、saysに、時制を持ったfailedが直接続いた形となっています。
ここまでに見てきた「報道文」のsaysも、発言者を主語として、その発言内容を引用や要約をしてsaysに続けている､とは言えるでしょう。
ただ、ここでのsaysそのものの意味は希薄で、「発言者ですよ」「情報源ですよ」くらいの扱いという印象。
副詞で言えば、


    
        The mine reportedly had an accident rate triple the national average.

伝えられるところによると，その鉱山は全国平均の3倍の事故率があった．（COBUILD米語英英和）


    


    
        His van allegedly struck the two as they were crossing a street.

男が運転するトラックが横断中の２人をはねた模様です．(COBUILD米語英英和)


    

などで用いられる真偽の断言を控える文修飾で、コメントを挟む


	reportedly
	allegedly

などと働きとしては似ているように感じます。
しかしながら、一連の ＜says + 伝達内容＞で、伝達内容中の主語（とbe動詞）が省略されることの理由（根拠/基準）はよく分かりません。
使用例によっては、be動詞も時制を持つ場合には省略されず使われているものがあります。


    
        He says has been in a battle with Landsec, who own the building, since February, demanding clarification on the building's EWS1 certificate and any planned works to satisfy the requirements.

www.walesonline.co.uk


    

ここでは、“has been” という現在完了形の時制（相）にこそ、伝達すべき意味内容があるので、省略はできないと考えられます。

では、なぜ、主語だけ省略されるのか？ 
私にとっては依然として謎です。


    
        ※2024年3月20日追記：

因みに、twitterでの “says ready to 原形” の初出は、2007年の4月11日、私の印象を裏付けるかのように、「ロイター」の投稿でした。

[image: ]
NOWコーパスで “says ready to 原形“ が目立つようになったのは、それよりもかなり後で、2016年以降、という印象です。

[image: ]


    

先行研究などご存知の方がいらっしゃいましたら、こっそりと情報をお寄せ下さい。
上述のallegedlyに関しては、COLLINSの語法注記に興味深い指摘がありましたので引用しておきます。英語を使う人の心情が少し慮れるかもしれません。


    
        Usage

In recent years it has become common for speakers to include allegedly in statements that are controversial or possibly even defamatory. The implication is that, by saying allegedly, the speaker is distancing himself or herself from the controversy and even protecting himself or herself from possible prosecution. However, the effect created may be deliberate. The use of allegedly can be a signal that, although the statement may seem outrageous, it is in fact true: He was drunk at work. Allegedly. Conversely, it is also possible to use allegedly as an expression of ironic scepticism: He’s a hard worker. Allegedly.


    

次のような環境では、saysに続くthat節中に、仮定法過去完了の条件節相当の＜had S 過去分詞＞が来ているので、＜says had＞の見た目が、＜says +一般動詞過去形のhad＞なのか、＜says +助動詞の過去形のhad＞なのかが分かりにくいだけで、今回､争点としている言語事実は全く異なりますので、老婆心ながら示しておきます。


    
        The 28-year-old says had a complete stranger not come to her rescue, she dreads to think what could have happened.

www.manchestereveningnews.co.uk


    

COCA系で分かることもまだ限られていますが、実例を少し補足しておきます。


    
        says ready

[image: ]

says unlikely

[image: ]

says will はノイズを排除するのが大変なので、分かりやすい少数の例で。

[image: ]

says wouldで２度目のslow query警告が出ました！

[image: ]


    

本日はこの辺で。
本日のBGM： Hard to say （小坂 忠）


    
        open.spotify.com
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    「比較級含意動詞」第１弾、第２弾に続いて第3弾､締めくくりの記事となります。
過去ログはこちらから。


    
        tmrowing.hatenablog.com

tmrowing.hatenablog.com


    

「比較級含意」の動詞の実感がある程度持てると、読解・聴解での解像度も上がり、会話や作文の際にも、適切・的確な表現を選択できるようになってきます。

ただ、同義語や類義語、反意語や対義語の生息域は、その語によって異なる場合もあるので、やはり、ひとつひとつ身に付けていくのが吉。
例えば、ツイッターの英語ニュース引用RTでも取り上げた、次のような文脈。


    
        Sam Kerr has pleaded not guilty to allegations of a racially aggravated incident in London.
Sam Kerr has pleaded not guilty to allegations of a racially aggravated incident in London.@Latikambourke joins us from London. pic.twitter.com/hYokmOPbOy
— The Project (@theprojecttv) 2024年3月5日
   

    


    
        #比較級含意動詞

豪州メディア。

動詞の語義と派生語の語義確認。

aggravateは「もともと不愉快/面倒な物事を､一層重大な､許容できない状態にする」。

a racially aggravated incident 「人種（民族・宗教）差別による加重事件」。タダでさえ悪い行為が､その背景・意図で更に悪質とみなされるもの。

https://twitter.com/tmrowing/status/1769568863631601959


    

この文脈では、比較級含意動詞であるaggravateから派生した分詞形容詞 aggravatedが使われています。

この動詞の同意語・類義語には、


	exacerbate
	intensify
	heighten

などがあり、どれもが「比較級含意」のファミリーといって良いでしょう。
「状況を悪化させる」という結びつきの概観で、COCAから。


    
        [image: ]


    

GLOWBE


    
        [image: ]


    

NOW


    
        [image: ]


    

単に、worsen というのではなく、既にマイナス評価の状況のマイナスをより一層深める、と言いたい場合には、適切・的確で、聞き手（読み手）に誤解されない動詞の選択ができるような同意語・類義語の理解は重要な意味を持ちます。

Ngram Viewerでざっくり見ておきましょう。


    
        [image: ]


    

単純な頻度だけでいえば、aggravateとexacerbateの入れ替わりが1980年代にあったことが推測できます。
しかしながら、今回の記事に文脈で、とりわけ


	racially aggravated 

の部分は､法的にも固定した言い方になっているので、exacerbatedとか、intensifiedなどと言い換えることは（まず）できません。
assaultの限定でNOW。


    
        [image: ]


    

GLOWBE


    
        [image: ]


    

COCA


    
        [image: ]


    

３つのコーパスでの検索結果を眺めても、aggravateと置き換え可能な形容詞はseriousくらいしかありませんが、その場合でも、単に「重大な；悪質な」という場合と、「加重の」という場合とでは意味合いはかなり異なります。
上述の "racially aggravated" の法的背景に関しては、こちらの解説などを参照されたし。


    
        cartwrightking.co.uk


    



ということで、「比較級含意動詞」ファミリー全体の理解を深め、知識を拡げるのと並行して、ひとつひとつの動詞の持ち味を実感できるよう、実例で生息域に思いを馳せて下さい。


    
        As nationwide teacher shortage worsens, some say inadequate pay is to blame – Chicago Tribune
「教員不足は給与が低いから」だってさ。
あ、碌に祿も出ないろくでもない国の自治体ではなく、シカゴの話ね。#asの前景後景
比較級含意の動詞 worsenは自動詞で。

As nationwide teacher shortage worsens, some say inadequate pay is to blame – Chicago Tribune https://t.co/WV265kldun
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2022年4月30日
   

    


    
        Slow growth threatens national decline unless we turbo-charge science and technology in a new Industrial Revolution

https://twitter.com/thetimes/status/1523755040481193991

#唯一の例外を示すunless 見出しの現在形と限定詞の省略を踏まえて。他動詞のthreatenの実感を。自動詞由来の名詞growthは当然「比較級含意」。national decline の限定での 形容詞 nationalの元となる名詞は当然nation。では意味は？ 名詞declineも「比較級含意」。ということは比例？でthreatenは？


    


    
        Massive wildfire in New Mexico surpasses 200,000 acres of burned brush as high winds and warm temperatures keep further containment at bay, officials say.

https://twitter.com/NBCNews/status/1524287468056547329

New Mexico wildfire surpasses 200,000 acres as weather worsens

#asの前景後景 surpassは「超過」即ち「比較級含意」。ここでは基準となる数量が尋常ではないことを確認。as節にはfurther。keep … at bay「…を寄せ付けない」のbayは湾岸ではなく「吠え声；唸り声」。containmentは「封じ込め；阻止」。「これ以上火災を抑えようにも手の施しようがない」辺りの意。


    


    
        A trade war with the European Union threatens to pile further pressure on UK households, intensifying the cost of living crisis

https://twitter.com/Telegraph/status/1524466293566590977

How a trade war with Europe will spark a fresh cost of living crisis

A threaten to B (=原形)「AによってBが生じそうだ；AがBの兆候となる」。動詞pileは「累積・蓄積」を含意で「比較級相当」。 furtherでこれまでのpressureから時系列を圧縮できるので使えると重宝。threatenでこれからのことに言及する文脈での結果の分詞構文、カンマ＋intensifyingも比較級相当。


    


    
        "The proposed framework simply won’t prepare all students to develop the skills they’ll need — nor will it allow California to grow the talent needed to remain a global economic engine," write Jennifer Chayes and Tsu-Jae King Liu. 
"The proposed framework simply won’t prepare all students to develop the skills they’ll need — nor will it allow California to grow the talent needed to remain a global economic engine," write Jennifer Chayes and Tsu-Jae King Liu. (via @latimesopinion) https://t.co/yMc8caQTLC
— Los Angeles Times (@latimes) 2022年5月12日
   

#否定文脈での添加のnor not simply ではなくsimply not。won’tの強いダメ出し。否定の作用域とall。developとgrowは比較級含意。 nor will it の倒置で添加情報に焦点。neededは過去分詞の後置修飾。書けそうで書けないこのremainの効き目を確認。時系列での「評価」が維持できそうにないことを示唆。

    


    
        As Bay Area cases swell again, experts say it’s "very hard right now to avoid getting COVID."
As Bay Area cases swell again, experts say it’s "very hard right now to avoid getting COVID."https://t.co/SfxOK14uJe
— San Francisco Chronicle (@sfchronicle) 2022年6月1日
   

#asの前景後景 後景たるas節中にはswellという「比較級含意」の動詞で変化と推移。againで時系列吸収。前景で焦点化される主節はイマココ。形式主語のパターンの引用で「現況を端的に描写し、コメントする」ことで、臨場感・切迫感が出る。

    


    
        Averages prices for souvlaki have risen far faster than headline measures of inflation -- hovering at a 28-year high around 10% in Greece -- trotted out by national statistics agencies.

Averages prices for souvlaki have risen far faster than headline measures of inflation -- hovering at a 28-year high around 10% in Greece -- trotted out by national statistics agencies.https://t.co/7MPe46EFfG
— IE Lifestyle (@lifestyle_ie) 2022年6月4日
   

indianexpress.com

写真のキャプションが記事本文の見出し #asの前景後景 Greek restaurants feel the heat as Souvlaki prices soar feel the heat 「暑さがこたえ(てく)る; 身にしみる」。ここでは「前景」の焦点で「じわじわ」ダメージを受ける。Souvlaki 「スブラキ(=ギリシア風のシシカバブ)」。soarは比較級含意。

    


    
        The dangers of climate change are mounting so rapidly that they could soon overwhelm the ability of both nature and humanity to adapt unless greenhouse gas emissions are quickly reduced, according to a UN report by 270 researchers from 67 countries.

https://twitter.com/nytimes/status/1542595115147055109

Supreme Court and the E.P.A.: Supreme Court Strips Federal Government of Crucial Tool to Control Pollution - The New York Times

報道の一文凝縮文体。 学びどころ満載。 

比較級含意の動詞mount＋進行形で推移

so / thatで程度と因果

現実味のcouldを見通しで

経過時間の短さを強調するsoon

the ability of A to B(=原形)でAにペア

変えて合わせるadapt

唯一の例外を導くunless

第三者・権威筋からの情報、典拠のaccording to


    


    
        
Indian teenagers denied schooling and facing death threats because they wore a hijab https://t.co/XefxQyupCO
— The Independent (@Independent) 2022年7月24日
   

www.independent.co.uk

ツイートの写真の中のプラカードにある文言も特徴的。接続詞のないバナー文体？ We cover head not to promote religion, We cover to simplify modesty… 否定の目的は一般には単独のnot to原形ではなく、in order やso as で明確化と教わるけれど、否定に取って代わる肯定のサポートが続くのでね。

このプラカードの文言の simplify modesty の動詞simplifyは私の授業でよく言う「比較級含意の動詞」。 Collinsの親辞書の方の定義・類語の例示が秀逸。 

定義 1. to make less complicated, clearer, or easier 類語 make intelligible, reduce to essentials

    


    
        One year after the fall of Kabul, life for Afghanistan's women continues to worsen amid rising violence and the regression of human rights.

https://twitter.com/ABC/status/1558898191474442240

'Don't forget about us,' Afghan women say, 1 year after Taliban's return to power - ABC News

#比較級含意動詞worsen worseは形容詞。worsenは動詞。amidはメディア文で頻出の前置詞で「…の最中で」。接続詞ならwhileを用いて同時並行の対照か、asを用いて「前景後景」で表す内容を簡潔に名詞句で表現。裏返せば「名詞句への圧縮」が必要。ここでは漸増の現在分詞risingとworsenで比例関係。


    


    
        Huge relief operation under way as Pakistan flood death toll rises. International aid has begun trickling in as Pakistan struggles to deal with monsoon flooding that has affected more than 33 million people 

https://twitter.com/AFP/status/1564119628569546753

Huge relief operation under way as Pakistan flood death toll rises

#asの前景後景 be動詞省略の報道文体。(be) under wayは「進行中」。riseは比較級含意の動詞のグループリーダー的存在。as節の後景が漸増で、それに見合うhugeという形容詞が対応。第二文もasの前景後景。こちらはSV as SV。現在完了の前景は後景のdeal with の目的語の後置修飾の現在完了に対応。


    


    
        Its shares have fallen by 55% this year and its credit-default swaps have risen. But it does not look like the epicentre of a financial explosion in the way that, say, Lehman or AIG did 

https://twitter.com/TheEconomist/status/1577346835496288263

Credit Suisse and the hunt for the weakest link in global finance

別記事別媒体 #現在完了の生息域 have fallen / have risen での「比較級含意動詞」での変化という波が「イマココ」からどう展開するか「予想に反して」のコントラストで But it does not look like … 。sharesの複数形、fall by 55% のbyは「差分」のマーカーで「下げ幅」を示していることを確認。


    


    
        Japan's easing of COVID-19 border controls may extend the widespread use of masks due to heightened infection concerns.

https://twitter.com/japantimes/status/1580214584719208448

Japan's lifting of COVID-19 entry cap may keep citizens wearing masks - The Japan Times

名詞句に圧縮することで単純な動詞型での表現が可能。他動詞ease, extend, heightenは全て「比較級含意の動詞」であることを確認。may or may not で表裏一体の可能性の推量。heightened infection concernsは「感染不安の増大」。変化の結果を先取りする過去分詞で、名詞句が実質「ことがら」を表す。


    


    
        The best known Malaysian dish in the U.S. is arguably a noodle soup called laksa. A chef and owner at a San Francisco restaurant wants dishes like otak-otak, curry puffs and nasi lemak to share the stage to broaden the cuisine’s reach in America.
The best known Malaysian dish in the U.S. is arguably a noodle soup called laksa. A chef and owner at a San Francisco restaurant wants dishes like otak-otak, curry puffs and nasi lemak to share the stage to broaden the cuisine’s reach in America. https://t.co/S0i7FvZa4a
— San Francisco Chronicle (@sfchronicle) 2022年10月12日
   

最上級の母集団を絞る分詞形容詞known「知られている」。arguably「間違いなく」は比較級とも使われる。a chef and ownerで不定冠詞は一つ。want A to B(=原形）の動詞型確認。dishes like C,D and E でgeneral からspecificへの展開。share the stage「同じ舞台に立つ」。 broadenは比較級含意動詞。

    


    
        Defence minister talks with NATO allies about strengthening Latvian battle group
Defence minister talks with NATO allies about strengthening Latvian battle group https://t.co/2zf7FWRdpI
— The Globe and Mail (@globeandmail) 2022年10月12日
   

Defence minister talks with NATO allies about strengthening Latvian battle group - The Globe and Mail

別記事別媒体から「比較級含意」の動詞strengthenが動名詞で使われている例を。

    


    
        The human toll of carbon emissions will vastly magnify climate change’s economic costs.

https://twitter.com/sciam/status/1590074016190300161

Act on Climate Emergency Now to Prevent Millions of Deaths, Study Shows | Scientific American

tollはa total amount なので「累積」の実感を。magnifyは「比較級含意」の動詞であることを確認。climate change’s economic costsのアポストロフィは形は所有格だが、economic costs incurred by climate changeというような意味。名詞と名詞の意味をつなぐ「動詞」を受け身で想定してみるのも便法。


    


    
        Biden calls midterm results ‘good day for democracy’ after Democrats outperformed expectations and GOP wave never materialized

https://twitter.com/washingtonpost/status/1590464689154179072

Midterm elections updates, results: Latest on House, Senate races - The Washington Post

主節の時制はcalls で現在の評価。afterの従属節は過去形でA and Bのペア。outperformは「比較級含意」動詞。目的語がexpectationsで「期待(値)を超える」。≒ performed better than expected 自動詞のmaterializeは通例否定文か否定の文脈で「実現することはなかった」ことを表すのに用いられる。


    


    
        Japan is starting to rely more on its own military as threats multiply in the region. By asserting its own power, Japan could become less a military protectorate of the U.S. and more an equal partner. That shift could alter the balance of power in Asia.

https://twitter.com/nytimesworld/status/1592354221164318720

Surrounded by Threats, Japan Rethinks Decades of Military Dependency - The New York Times

#asの前景後景 #現実味のcould の2連発。 第1文は後景のas節は現在形で「比較級含意動詞」のmultiply。前景の主節は動詞startの進行形と比較級のmoreの合体。「一段」のグラデーションか「一段、また一段」の漸増かを丁寧に。第二文は手段のByのイントロから主節の比較級。That shiftで先行文脈要約。


    


    
        Royal Mail workers are to stage six further strikes next month, including one on Christmas Eve, as the long-running dispute over pay, jobs and conditions continues to escalate
Royal Mail workers are to stage six further strikes next month, including one on Christmas Eve, as the long-running dispute over pay, jobs and conditions continues to escalate https://t.co/KfOyD0lNkx
— The Times and The Sunday Times (@thetimes) 2022年11月17日
   

#asの前景後景 「予定のbe to原形」とよく言われるが、be動詞は必ずis/ are/am/was/ wereなど時制を持つので注意。ここでのstageは他動詞でstage a strike「ストを計画 [実施；参加] する」。stage= organize and/or take part in。背景説明のas節は列挙の andを丁寧に。escalateは比較級含意動詞。

    


    
        Heavy rain in the past few weeks has restocked Norway’s depleted hydro reservoirs, reducing the risk of power exports to the UK grinding to a halt this winter
Heavy rain in the past few weeks has restocked Norway’s depleted hydro reservoirs, reducing the risk of power exports to the UK grinding to a halt this winter https://t.co/H0EY5ql2Oq
— Bloomberg (@business) 2022年11月18日
   

https://www.bloomberg.com/news/articles/2022-11-18/rain-dump-in-norway-to-boost-power-exports-and-ease-uk-crunch

現在完了での余波の「波」と「イマココ」からの展開を確認。文末の分詞構文は結果。

restock 「再備蓄する」

depleted「枯渇した」

reduce「減少する」 での「比較級含意の動詞」を確認。

grind to a halt 「機能が徐々に停止する」の動名詞はthe risk of A + B(=ing). 「AがBする危険性」の繋がり。

因みにa depleted-uranium shell は「劣化ウラン弾」。動詞depleteの派生名詞depletion。(the) depletion of the ozone layer 「オゾン層の減少」は既知でしょう。deplete≒reduceですから比較級含意の動詞。 写真のキャプション(恐らく記事本文の見出し)にある boost ease もともに比較級含意の動詞。

    


    
        UK business confidence increases for fifth month in a row, survey shows 

https://twitter.com/guardiannews/status/1652812846298988546

UK business confidence increases for fifth month in a row, survey shows | Institute of Directors | The Guardian

見出し文体。限定詞省略と現在完了相当の現在形を踏まえて。記事本文では Business confidence has increased for the fifth month in a row, 比較級含意動詞increaseで変化と時間の幅を確認。forは通例「期間」だが、five months ではなく序数で(the) fifth month in a row「5ヶ月連続の5ヶ月目」。


    


    
        Outrage is mounting over the death of a Michael Jackson impersonator who died on a NYC subway train in a caught-on-camera clash with a U.S. Marine.

“(He was) a hungry New Yorker choked to death by a grinning Marine who is being celebrated as a hero."

https://twitter.com/NYDailyNews/status/1653793302699728897

Chokehold death of Jordan Neely ruled homicide by NYC Medical Examiner

合掌。 #比較級含意動詞mount 「増大」の文脈でのmountは主に自動詞で「累積・堆積」のイメージで。outrageは「激しい怒り；憤怒」。overは「案件・争点」で「…を巡って；…に纏わって」。impersonatorは俗に(?)いう「モノマネ芸人」 。元になっている動詞はimpersonate。接頭辞im-は「強意」でOK?


    


    
        As cities and suburbs around the country face soaring rents and home prices, they are looking to a third type of housing: “missing middle.”
As cities and suburbs around the country face soaring rents and home prices, they are looking to a third type of housing: “missing middle.” https://t.co/3fa0zfM04R
— The Washington Post (@washingtonpost) 2023年10月21日
   

#asの前景後景　そろそろ共有された知見になってきたのでは？ 舞台背景説明のas節に比較級含意動詞soarの-ing 形でこれまでの推移・今も続く急増。焦点化の主節は進行形のlook to +名詞句で「今、そしてこれから」の嗜好・志向。missing middleの理解には記事本文中の漫画・キャプションの英文も必読。

    


    
        Amid increased reports of threats against Jewish, Muslim, and Arab communities, federal agencies are reaching out to community leaders to assess their needs regarding safety and security.

https://twitter.com/ABC/status/1715521134127362509

https://abcnews.go.com/US/jewish-muslim-arab-communities-rise-threats-federal-agencies/story

別記事・別媒体。 #asの前景後景 での増減の表現とほぼ同じ働きをする ＜amid + increased 名詞＞での舞台背景説明。所謂過去分詞のincreased は既に結果として増加が積み重なっていても、今増加しつつあっても、これから増加することになっても可。増減の差分を可視化して、もの→ことに軸足を移す。


    


    
        Financials lift Indian shares amid improved global cues 

https://twitter.com/Reuters/status/1663089351180398593

https://www.reuters.com/world/india/indian-shares-may-open-higher-us-debt-ceiling-deal-2023-05-29/

別記事・別媒体で類例のimproved。当然、比較級含意の動詞の-ed/en形(過去分詞）。前景の主節にも比較級含意のliftが使われているのを確認して、対応・比例の関係を丁寧に。


    


    
        Asian elephants, the continent's largest land animal, embrace baby boom in China amid enhanced conservation efforts.

https://twitter.com/ChineseEmbKenya/status/1560235070383947777

Asian elephants embrace baby boom in China amid enhanced conservation efforts-Xinhua

#amidと比較級 #ものとことの境界線 別記事・別媒体で、類例のenhanced (高められた；改善・強化された = increased or improved) の例追加。既に形容詞で扱う辞書も多い。 baby boomのboom中の「急激な増加」の中にも比較級の意味が含まれているので、対応・比例の関係を掴むのが肝。


    


    
        Reducing salt consumption by just one teaspoon a day could lower your blood pressure as much as hypertension medication, according to research presented at the American Heart Association’s recent Scientific Sessions and published in JAMA.
Reducing salt consumption by just one teaspoon a day could lower your blood pressure as much as hypertension medication, according to research presented at the American Heart Association’s recent Scientific Sessions and published in JAMA.https://t.co/U8odkwX5K9
— The Washington Post (@washingtonpost) 2023年12月5日
   

#現実味のcould 研究発表でも用いられていますね。 lowerは比較級含意の他動詞で「下げる；低下させる」。対義語で一番簡単なのはlift。 consumption の元になっている動詞はconsumeで、この文脈では「摂取する」を確認。名詞consumptionは行為としての「摂取」と、結果としての「摂取量」とを表す。

    


    
        
The Red Telephone Box Cemetery in Carlton Miniott, a small village in North Yorkshire, England, is a unique and nostalgic location that showcases the history of public telephone boxes in the United Kingdom. Designed by Sir Giles Gilbert Scott, these iconic red telephone boxes… pic.twitter.com/mt0Erem4lg
— Historic Vids (@historyinmemes) 2023年12月18日
   

記事本文から。

However, as technology advanced and mobile phones became more widespread, these public telephone boxes became obsolete and were eventually removed from the city streets.

#asの前景後景 で比例を表す場合はas以外の表現が重要。比較級moreや比較級含意の動詞advanceを確認。

    


    
        As the climate crisis deepens, high-polluting nations must start paying reparations

https://twitter.com/sciam/status/1740067789841273079

As the Climate Crisis Deepens, High-Polluting Nations Must Start Paying Reparations | Scientific American

#asの前景後景 後景たるas節には比較級含意動詞のdeepenがあることを確認。現代の日本語でも「深刻化する」と言ってますよね？ では、前景のハイライトになる主節には？変化の起点を示すstart + paying。reparation(s)は補償金。では払う相手は？というところまで考えてから記事本文に当たるのが吉。


    


    
        “I worry that American anxiety about the risk of war with China may inadvertently exacerbate it,” writes @NickKristof. “We should be alert not only to the risk that China poses to peace in the region but also to the risk we Americans unintentionally pose.”

https://twitter.com/nytopinion/status/1751309900779586037

Opinion | How Anxiety About War with China May Raise the Danger of It - The New York Times

＜名詞1 + pose + 危険 to 名詞2＞の結びつきとそこからposeで括り出す名詞句のチャンクを確認。 inadvertently exacerbate …「意図とは裏腹に…を悪化させる」。北米だけではなく豪メディアのニュース英語でもよく見られる結びつき。英はあまり見ないかな。exacerbate ≒worsen は比較級含意動詞。


    


    
        New Zealand’s housing market continued its soft start to the year in February, with price gains slowing for a second straight month, according to CoreLogic NZ.

https://twitter.com/business/status/1763309723695079723

https://www.bloomberg.com/news/articles/2024-02-29/nz-house-prices-continue-soft-start-to-year-with-modest-gains

#付帯状況のwith 基準時は過去。主語marketでcontinued its soft startのsoft (軟調の; 下降傾向相場の)を見た時点で、漸減漸増などの比例関係を予測。個人的には #asの前景後景 を予測したが、with price gains slowingで「鈍化」 。for a second straight monthの序数での時系列・積み重ねを確認。

元ツイで言えば、形容詞 softは確かに面倒。経済・市況の文脈では　≒sluggish で、moving much slower than normalとかthan you would like のような意味だから、単純にそれ自体が比較級含意ですよ、というまとめは難しい。一方の動詞slowは「減速」の比喩で比較級含意の実感を得やすいとは思います。


    


    
        Statement Ethiopian Airlines would like to clarify that the recent reports on BBC Amharic and other social media outlets about Ethiopian Group CEO's comments on the Somali airspace situation are inaccurate and distorted.
Statement
Ethiopian Airlines would like to clarify that the recent reports on BBC Amharic and other social media outlets about Ethiopian Group CEO's comments on the Somali airspace situation are inaccurate and distorted. pic.twitter.com/aJNaaJY1tx
— Ethiopian Airlines (@flyethiopian) 2024年3月1日
   

#比較級含意動詞 動詞の語義確認。 clarify to make something clearer or easier to understand (OALD) To clarify something means to make it easier to understand, usually by explaining it in more detail.(COBUILD) ですから、これも「比較級含意動詞」の家族・親戚ですね。

    


    
        Snow showers will taper off west to east this evening through late tonight. Heavier snow showers expected across inland areas of the snowbelt from Northeast Ohio into Northwest Pennsylvania. #ohwx #pawx
Snow showers will taper off west to east this evening through late tonight. Heavier snow showers expected across inland areas of the snowbelt from Northeast Ohio into Northwest Pennsylvania. #ohwx #pawx pic.twitter.com/ZngOj5cSs4
— NWS Cleveland (@NWSCLE) 2024年3月10日
   

#比較級含意動詞 動詞の語義確認。taperもファミリー。 taper to become gradually narrower; to make something gradually narrower (OALD) If something tapers, or if you taper it, it becomes gradually thinner at one end. (COBUILD) 比喩で使う場合は句動詞でtaper off ≒ lessen; subside

    


    
        Yesterday, Finland took another important step in our integration to @NATO's defense and deterrence. 

@FINambUS Hautala signed the ATOMAL Agreement which allows atomic information-sharing among Nato members to fortify the Alliance’s security. #StrongerTogerher #WeAreNATO
Yesterday, Finland took another important step in our integration to @NATO's defense and deterrence.@FINambUS Hautala signed the ATOMAL Agreement which allows atomic information-sharing among Nato members to fortify the Alliance’s security.#StrongerTogerher #WeAreNATO pic.twitter.com/KyMLwpghyx
— Embassy of Finland in the US 🇫🇮 (@FinlandinUSA) 2024年3月15日
   

#比較級含意動詞 動詞の語義確認 fortify To fortify a place means to make it stronger and more difficult to attack, often by building a wall or ditch round it. (COBUILD) to make something stronger, especially in order to protect it (Cambridge) まあ、当たり前と言えば当たり前。

    


    
        Similar to papayas, mangos contain certain enzymes that can be beneficial to our health. Mango is rich in fiber, so if you have at least one mango every day, you may alleviate constipation, piles, and symptoms of irritable bowel syndrome (IBS) 
Similar to papayas, mangos contain certain enzymes that can be beneficial to our health. Mango is rich in fiber, so if you have at least one mango every day, you may alleviate constipation, piles, and symptoms of irritable bowel syndrome (IBS) https://t.co/vfeGbHkCdj
— Organic Live Food (@OrganicLiveFood) 2024年3月18日
   

organiclivefood.com

#比較級含意動詞 動詞の語義確認。 alleviate If you alleviate pain, suffering, or an unpleasant condition, you make it less intense or severe. (COBUILD) 痛みなど、「好ましくないもの」「不具合」の程度を低下・緩和するので、結果は状況の改善になることに注意。 constipation 便秘 pile 痔

    

この最後の記事で取り上げたalleviateは､解説にもあるように、語義と目的語の確認が不可欠です。


    
        [image: ]


    

目的語にpain（痛み）を取る環境で類義語比較。
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頻度としては easeが群を抜いていることが伺えます。relieveは「比較級含意動詞」とは言えませんが、painのような目的語を取る場合は「除去」の意味合いで高頻度となるのは分かりやすいでしょう。

私の語感での上位比較で、easeを除いてグラフを見やすくしたもの。同意・類義でのバラエティーとはいえ、この辺りまでが良い線なのでは？


    
        [image: ]


    

続いて、目的語がproblem(s)でCOCA


    
        [image: ]


    

easeやrelieveの頻度が下がっている印象です。
目的語が situationでCOCA


    
        [image: ]


    

「状況の改善」であればimproveを使うのが端的ですね。
このように、目的語など、どのような結びつきでその動詞が使われやすいのか、というヨコのスロットの配列と、その目的語をとる動詞の中での優先順位というタテのスロットでの配列の両方を確認していくことで、より英語らしさを体感・体現できると思います。
本日はこの辺で。
本日のBGM： Symphony No. 5 in C Minor, Op. 67: I. Allegro con brio (Yo-Yo Ma, Leonidas Kavakos, Emanuel Ax)


    
        youtu.be


    


    
        open.spotify.com
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    前回のエントリー、「比較級含意動詞」の第１弾は如何だったでしょうか？


    
        tmrowing.hatenablog.com


    

解説でのキーワードなどがついていないため、当該期間内のニュースで漏れているものもいくつかあります。

例えば､他動詞のtop。


    
        U.S. Coronavirus Death Toll Tops Number of Americans Killed in Vietnam Wa
U.S. Coronavirus Death Toll Tops Number of Americans Killed in Vietnam War #CoronavirusRoundup https://t.co/o3pE9o1tP3
— Democracy Now! (@democracynow) 2020年4月29日
   

動詞 top ≒ exceed; surpass の例。 数量の積み重ね、積み上げが気になる話題だから、layerで考えたり、 veritcalな方向づけのmetaphor で考えたりして、この動詞を選ぶのでしょうか？

    

私がこの表現を初めて見た時は、(X)「同点に並ぶ」とか、(X)「匹敵する」のような意味だと勘違いをしていました。明らかに「超過」ですので、比較級含意ファミリーの有力メンバーと言えるでしょう。

他動詞topの補足で同義語のsurpassの例。ここでの top の説明で使っている「富士山頂に立つ人」の喩えは､授業でよく言っています。


    
        Spain’s COVID-19 death toll has surpassed 20,000 after recording another 565 deaths in 24 hours.
Spain’s COVID-19 death toll has surpassed 20,000 after recording another 565 deaths in 24 hours. https://t.co/FNqyD1eyq8
— Sky News Australia (@SkyNewsAust) 2020年4月18日
   

これもメディア寄りの言葉遣いでしょうが、「（概数など）一定の数量を超える」という文脈。 理屈から言えば、富士山頂に立つ人は富士山よりも高い位置にいますからね。 ほぼ同義の動詞に、exceed や surpass があります。 別の記事ですが、こちらは surpass を使っています。

    

関連表現のまとめのツイートがこちらに。


    
        South Africa’s confirmed coronavirus cases have doubled in two weeks to a quarter-million, and India has seen its biggest daily spike as its total passed 800,000
South Africa’s confirmed coronavirus cases have doubled in two weeks to a quarter-million, and India has seen its biggest daily spike as its total passed 800,000 https://t.co/GochxGnFLX
— ABC News (@ABC) 2020年7月11日
   

動詞doubleが現在完了形。期間の副詞句の前置詞がin。倍増した結果の数量を示すto。人主語以外で事件・変化を示すseeも現在完了。ここでは1日当たりの記録的増加を最上級で前景、asの後景では全体の数値をpassedと動詞「総計が…を超える」の過去形で。pass≒exceed；top 辺りまで押さえておきたい。

    

他には、動詞として使うslow。


    
        Chile eyes gradual reopening after coronavirus infections slow in some areas
Chile eyes gradual reopening after coronavirus infections slow in some areas https://t.co/Lca9NgGvP7 pic.twitter.com/fXOLWDsE2r
— Reuters (@Reuters) 2020年7月19日
   

見出しの凝縮された一文。afterは前後→因果関係。

動詞の意味が濃いので、やはり記事本文で要確認です。

動詞のeyeは「注視する」。動画的watchに心的態度がプラスされたような用法。で、ここでの心的態度は？

動詞のslowは他動詞なら「遅らせる」。ここでは自動詞で「弱まる(= become less active)」

    

動詞のaccelerate（加速する；促進する）は比較級感覚を得やすいのですが、それとは対照的なはずの動詞slowやslow downの方の「比較級」の実感は少々､心許ない感じです。

以下、COBUILDの定義で、accelerateとslow (down) を。


    
        If the process or rate of something accelerates or if something accelerates it, it gets faster and faster. 

If something slows or if you slow it, it starts to move or happen more slowly. 

If someone slows down or if something slows them down, they become less active. 


    

定義文の比較級は必須要素ですよね。


ということで、今日は、2020年10月以降の「ツイッター英語ニュース引用RT140字紹介＆詳解」から、「比較級含意動詞」の第二弾をお届けします。

同じ動詞やその派生名詞が繰り返し出てきますが、その繰り返しにこそ意味があるので、ひとつひとつ生息域を実感していただければ幸いです。

一度見える目を手に入れれば、次に出会った時にそれと気づくだけでなく、「あ、あなたもお仲間でしたか」という新たな気づきのチャンスが増えるのです。
たとえば、動詞のboomとか句動詞のphase out とかも、「比較級含意」ファミリーだと思える人と､そうでない人とでは、見える景色とその実感に何らかの差があるのではないかと個人的には思っています。

この感覚は、英語ネイティブ、英語ノンネイティブにかかわらず、ある人にはあるし、ない人にはないのではないか、とも。


    
        At least 7 states have set new records for single-day increases in coronavirus cases, prompting some to set new restrictions as concerns mount over possible "superspreader events" during the upcoming holiday season.

https://twitter.com/tmrowing/status/1317579563556167680

Coronavirus case increases set records in at least 7 states, prompting new restrictions

別媒体別記事から、分詞構文に続くasの前景後景の例。 主節の現在完了に続いて、promptingの分詞構文。そこにas SVが続いて前景後景の演出。現在形の動詞mount=increase in intensity で「比較級含意の動詞」。さらにeventsの複数形とduringがあるので、今後「累積」する予感は十二分に出ていますね。


    


    
        "We're losing the fight." Oklahoma’s worsening outbreak prompted an outcry from doctors in Tulsa, who pleaded with local officials and the public to take the pandemic more seriously.

https://twitter.com/ABC/status/1321573074538434560

https://abcnews.go.com/Health/losing-fight-tulsa-covid-doctor/story

悲痛な叫び。 worseningは「比較級含意動詞」worsenの現在分詞由来の形容詞。promptは「促して声を出させる」。「プロンプター」はprompterですね。非制限の関係詞whoに続く、pleadは自動詞ではあるけれど、plead with A to B(=原形) で「AにBしてくださいと懇願する」という動詞型で使うことを確認。


    


    
        Concern is mounting that international travel will face even more curbs as Covid-19 cases surge throughout Europe

https://twitter.com/Telegraph/status/1322654736110276609

New travel restrictions confirmed as part of national lockdown

一見容易なasの前景後景は同格のthat節後置に注意。「比較級含意動詞」mountはincrease gradually in size, intensity or quantity; accumulate. で「借金などが嵩む；不安などが募る」。surgeとの比例関係に気づけば見晴し良好。立ち向かい系直面のface。curb「抑制」。evenは比較級「差分」の強調。


    


    
        Despite dropping temperatures, some Chicago farmers markets are extending their outdoor season

https://twitter.com/chicagotribune/status/1323019314677616641

Despite dropping temperatures, some Chicago farmers markets extending outdoor season – Chicago Tribune

the＋比較級も、接続詞のasも、前置詞のwithも使っていないが、「比例」のバリエーションとして押さえておくと便利な「比較級含意」の動詞由来の現在分詞と進行形。 dropping「低下しつつある；低下中」 extending「延長している；延長中」 despiteが「譲歩」で「気温低下中なのに屋外営業延長中」。


    


    
        Illinois COVID-19 hospitalizations are rising so quickly that, in roughly a week, the number could surpass the highest tally seen during the spring surge, a Tribune analysis has found. 

https://twitter.com/chicagotribune/status/1325560456170393600

‘No sign of slowing’: Illinois hospitalizations could soon break pandemic record, raising concerns about capacity – Chicago Tribune

基準時は現在。現在完了単純形でのレポート。hospitalizationsは可算で「入院件数；入院患者数」。比較級含意のriseが現在進行形で増加中。so / thatは「急増」の程度で因果関係。thatの節中は「現実味のcould」。the 最上級＋名詞＋過去分詞の後置修飾で範囲を限定し母集団設定をしていることを確認。


    


    
        There have been incredible scenes of coronavirus testing in the U.S with drivers in California lining up for hours as case numbers rise at an alarming rate.

https://twitter.com/9NewsAUS/status/1328780783734173698

現在完了形。be動詞で状態。時間の幅を実感。withの付帯状況の流れでのasの前景後景。lining up / at an alarming rate での動詞の「相」と「態」を的確に。 riseは本来「位置空間」での表現ではあるけれども、数量の「増加」でも用いる「比較級含意」の動詞。名詞rateは「割合」「単位」「ペース」。


    


    
        As the pandemic surges on and hospital intensive care unit beds fill to near capacity across the country, people are finding new ways to support health care workers during the holiday season. 

https://twitter.com/ABC/status/1337619707290071043

People are 'adopting' health care workers on the front lines of the coronavirus pandemic - ABC News

しつこく「asの前景後景」。動詞の選択と時制のコントロールが重要。「比較級含意動詞」surge＋「連続」の副詞onで「急増中」。fill to near capacityで「漸近」。across the countryで「拡散・推移」。主節はfindの進行形で目的語が複数形。「始まり」はしたが「未達成」で、「…しつつある」を表す。


    


    
        Aerial footage shows Christmas shoppers enjoying London's Oxford Street, as coronavirus cases in the capital rise. 

https://twitter.com/SkyNews/status/1337870904995565569

併せて、これを見るとちょっと怖くなる。 「asの前景後景」で、as節には比較級含意動詞riseで「推移」。では前景ではどんな演出？ 「動画」「シークエンス」で「描写動詞」の A show B (=人・もの） C (= ing形） AはBがCしているところを示す Aを見るとBがCしている様子が分かる 複数形の効き目も。


    


    
        Schools in India have been closed since March. The costs to children are mounting.
Schools in India have been closed since March. The costs to children are mounting. https://t.co/HRitCaAf01
— The Washington Post (@washingtonpost) 2020年12月31日
   

見出しの第一文が現在完了。closedは受け身の「過去分詞」か分詞形容詞か。どちらにせよ「状態」を表す。時の上流から現在へと至る「余波」。第二文は現在進行形。主語のcost to 名詞、は「…にとっての損失・被害」。mountは「比較級含意の動詞なので、進行形になると＜推移＝未完＋増大＞を表す。

    


    
        Millions of renters are fighting a wave of evictions as poverty surges

https://twitter.com/BW/status/1347331524463636481

https://www.bloomberg.com/news/articles/2020-12-22/rental-eviction-crisis-will-test-joe-biden-as-his-presidency-begins

見出しの現在形。 asの前景後景が比例に準ずる情景を表していることを確認。 後景のas節中は比較級含意動詞のsurge。その漸増に対応するように、前景たる主節は、複数形名詞の主語に、現在進行形で推移＋a wave of 複数形で連鎖。


    


    
        The world will pay more for meat as food inflation deepens

https://twitter.com/business/status/1361927380831522818

https://www.bloomberg.com/news/articles/2021-02-16/the-world-will-pay-more-for-meat-as-food-inflation-deepens

asの前景後景。ここでは、比較級の副詞moreと、比較級含意の動詞deepensの対応で「比例」となっていることを確認。 「比例」はわかったけど、で、どっちが基準？ という時に、「前景後景」というそれまで呪文のようだったことばが役に立つわけですよ。


    


    
        Brazil struggles with lack of ICU doctors as pandemic worsens
Brazil struggles with lack of ICU doctors as pandemic worsens https://t.co/qrD6ON36za pic.twitter.com/TttauSSQvR
— Reuters (@Reuters) 2021年3月18日
   

見出しの現在形。「asの前景後景」を丁寧に。as節のworsenは「比較級含意動詞」なので、現在形でも「変化・推移」を表し「悪化しつつある」状況描写。時系列の利用で舞台の広さを演出。舞台上の主役＝主節はstruggle with …「…と格闘する；…に負けずになんとかやっていく」。lackは次のツイートで。

    


    
        A green grid is a giant investment, making it an easy target for opponents. But its benefits would greatly outweigh its costs 

https://twitter.com/business/status/1374483868057628673

英語の「主題」のあり方を把握するのに適した例。一貫した主語を展開するのが流儀。結果を示すカンマ＋使役のmakingとButからの第二文の主語の所有格itsの使い方を確認。対比・対照だからといって、opponentsや反対側の利点を主語に立てないで、第一文から主題を貫く。outweighは比較級含意の他動詞。


    


    
        A 2019 analysis found the Denver area has the 3rd-most mass shootings, per capita, of the biggest metro areas since 1999. Experts say there’s a cumulative effect: The circle of survivors—who may face a lifetime of recovery—grows larger with each tragedy.
A 2019 analysis found the Denver area has the 3rd-most mass shootings, per capita, of the biggest metro areas since 1999.

Experts say there’s a cumulative effect: The circle of survivors—who may face a lifetime of recovery—grows larger with each tragedy.https://t.co/hOKaKG6IoI
— NPR (@NPR) 2021年3月24日
   

Colorado Has More Mass Shootings Than Other Places. Survivors Say We All Have Trauma To Process

見出し第二文の比例表現を確認。cumulative effect「累積的効果」で伏線。それ自体が比較級含意のgrowに比較級largerで漸増。その差分の目盛りに当たる、順繰りで一つ一つのeach＋単数形名詞。「一つ、また一つと悲劇が繰り返されるにつれ」。 写真キャプションでは他動詞processの語義を適切に処理。

    


    
        U.S. homebuilding surged to a nearly 15-year high in March with a rising demand for bigger and expensive homes as millions of Americans continue to work from home

https://twitter.com/Reuters/status/1383276659533484033

お約束のように「asの前景後景」に付帯状況のwithが絡む見出し。surgeは比較級含意の動詞。risingも比較級含意の自動詞riseから。舞台背景の方が､スポットライトを浴びる役者より大きいのは当然。その光を浴びる役者を中心に見て、そこから舞台の拡がり、奥行きを感じられることも重要な言葉の力。


    


    
        Global Covid death toll nears 3m as India sees another daily record rise in cases

https://twitter.com/guardiannews/status/1383329287177076742

Global Covid deaths top 3m as India posts another daily record rise in cases | India | The Guardian

「asの前景後景」 基準時制は現在。 動詞のnearは実質比較級含意 (=come close to; approach)。 as 節のriseも当然比較級含意。単純な比例関係ではないけれども、増加の対応関係は的確に。 注意が必要なのは、「範囲の限定・物差し・単位」の前置詞in に続く名詞が無冠詞・複数形のcasesであること。


    


    
        India's Delhi orders six-day lockdown as COVID cases soar 

https://twitter.com/Reuters/status/1384057973417279490

https://www.reuters.com/world/india/indias-daily-covid-19-cases-rise-by-record-273810-2021-04-19/

どこもかしこも大変ですよ。 「asの前景後景」で、as節は「比較級含意動詞」のsoarで数値が上昇、舞台背景たる「後景」がどんどん拡がっていくパターン。


    


    
        New ‘triple mutant’ Covid variant emerges in India as cases soar

https://twitter.com/Independent/status/1384948822309224450

New ‘triple mutant’ Covid variant emerges in India as cases soar | The Independent

#asの前景後景 見出し文体。名詞句は冠詞など限定詞類の省略に注意。前景の焦「点」には、emerge「出現する」の見出しの現在形。実質、現在完了に相当。triple mutant 「三重の変異」って何がどうなった？ 舞台背景たるas節には、「比較級含意」の動詞soar「急上昇する」で推移の「線」の実感を。


    


    
        Treasury and the Morrison government desperately wants to drive the unemployment rate below five per cent as it attempts to strengthen the budget bottom line.

https://twitter.com/SkyNewsAust/status/1387565301726801920

https://www.skynews.com.au/australia-news/driving-down-unemployment-at-the-centre-of-morrison-governments-budget-plan/video/92d9417760918fc882180cc015ae4f63

#asの前景後景 典型例は＜推移・変化 as 推移・変化＞で比例のような対応関係を表すもの。私の授業でよく言う「比較級含意」の動詞等に対するセンサーの感度を上げておくのが吉。 ここでは drive / below = lower 低下 strengthen = make ... stronger 強化 という意味を実感とともに掴むことが大切。


    


    
        Covid-19 deaths are declining in the United States — and some health experts credit this drop in death to the rollout of Covid-19 vaccines

https://twitter.com/cnni/status/1388282298135633920

Coronavirus deaths are down in the US – a sign vaccines are working, experts say | CNN

#比較級含意動詞 見出しの現在形。declineはそれ自体に「比較級」の意味を含む動詞。進行形で「どんどん；徐々に」等の推移に焦点。その内容からthis dropと名詞化してつながりを作るところを学びたい。 creditのコロケーションで前置詞toが来るのは通例受け身だけれど、ここでは能動で、≒ attribute


    


    
        U.K. house prices rise at their fastest pace in seven months in April, buoyed by the extension of a tax cut on property purchases and a brightening economic outlook
U.K. house prices rise at their fastest pace in seven months in April, buoyed by the extension of a tax cut on property purchases and a brightening economic outlook https://t.co/LiUxeStZCj
— Bloomberg (@business) 2021年5月10日
   

https://www.bloomberg.com/news/articles/2021-05-10/u-k-house-prices-rise-most-in-seven-months-as-outlook-brightens

#asの前景後景 写真キャプションの方にasの前景後景。最上級＋in 時のスパン　で「…の期間で最も」。buoyは名詞で「浮き」。動詞で「浮きで水面を漂わせる」の意。ここでは、受け身の過去分詞buoyed。家屋の「価格」が「高値安定」であることの原因を表すby以下で、比較級含意の名詞／動詞の実感を。

    


    
        The Chinese government, tightening its grip on Muslim ethnic minorities, is forcing women in Xinjiang to have fewer babies — just as most other women across China are being urged to have more. “The government wants to replace our people,” one woman said.

https://twitter.com/nytimes/status/1392030234174758912

In Xinjiang, China Targets Muslim Women in Push to Suppress Births - The New York Times

#asの前景後景 justがついて前景後景のコントラストをクッキリさせる、という点ではwhileとの互換性が高いもの。ここでは、前景の意図を示すべく、tightening の分詞構文が続いてダッシュで後景のas節。tightenは「比較級含意動詞」であることを確認。fewer／moreの比較級＋進行形で増減の推移の実感。


    


    
        President Biden expressed support for a ceasefire as intensifying violence between Israel and Hamas militants in Gaza entered a second week

https://twitter.com/CNN/status/1394427937492021255

Biden in call with Israel PM Netanyahu ‘expressed his support for a ceasefire’, White House says | CNN Politics

#asの前景後景 過去形でのレポート。SVOの動詞型を支えるのは名詞句。expressは「表明する」。あくまでも表明。ceasefire「撃ち方やめ」→「停戦」。as節の舞台設定は広いので、enterの目的語にあるsecondが効く。持続する「線」であることを実感させる「比較級含意」動詞intensifyの現在分詞を確認。


    


    
        As the Covid-19 pandemic has improved in the U.S., more states are reporting data less frequently. Some epidemiologists think that’s a problem.

https://twitter.com/WSJ/status/1403925135418068992

https://www.wsj.com/articles/reduced-u-s-covid-19-data-reporting-worries-some-health-experts-11623255799

#asの前景後景 #比較級含意動詞improve #先行文脈をことがら化する代名詞that 背景説明のas節の方に完了形。動詞は比較級含意動詞のimproveであることを確認。主節には比較級more＋進行形で、副詞にもlessで比較級。第二文のthatのないthat節中の主語がthatで先行文脈の「ことがら化」を確認。


    


    
        As coronavirus cases wane, vaccine-lagging areas still see risk
As coronavirus cases wane, vaccine-lagging areas still see risk https://t.co/M4YmSPQIvE
— Los Angeles Times (@latimes) 2021年6月13日
   

As coronavirus cases wane, vaccine-lagging areas still see risk - Los Angeles Times

#asの前景後景 #比較級含意動詞 waneは月が欠ける様を表す動詞。転じて、感情が弱まったり、ものごとの勢いが衰えることを表す。ここでは、感染者数の減少に言及する文脈。 laggingのもとにある動詞 lagは「他と比べて遅れている；上手くいっていない」という意味で、やはり「比較」で用いられる。

    


    
        The worldwide value of the drone business reached $22.5bn last year. By 2025 that figure is expected to be more than $42bn  
The worldwide value of the drone business reached $22.5bn last year. By 2025 that figure is expected to be more than $42bn  https://t.co/gYnFcFsuh6
— The Economist (@TheEconomist) 2021年6月15日
   

Business is booming as regulators relax drone laws

#asの前景後景　 #比較級含意動詞boom 写真のキャプションは、記事本文の見出しでもあるので確認。 

Business is booming as regulators relax drone laws. 

動詞のboom は通例進行形で「にわかに活気付く；上向きとなる」。これもまた比較級含意の動詞。 relax ≒ ease「規制などを緩める；緩和する」

    


    
        China is stepping up measures to clamp down on its booming private tutoring industry in an attempt to reduce academic pressure on students

https://twitter.com/AJEnglish/status/1408247322509819905

China moves to discipline ‘crazy tutoring scene’ | Education News | Al Jazeera

アルジャジーラ伝。 一見なんでもなさそうな語彙選択だけれど、「比較級含意」となるものがチラホラ。 step up / booming / reduce clamp downも「抑圧；コントロール」が肝ですから「増大させない」「弱体化する」という比較級含意があるとも言えますね。


    


    
        President Cyril Ramaphosa says the Gauteng health department is recruiting additional human resources to help with the increased workload at hospitals as Covid-19 cases rise in the province.

https://twitter.com/TimesLIVE/status/1409267481236103177

Solidarity Fund donates R16m to get more nurses in Gauteng, says Cyril Ramaphosa

#asの前景後景 #比較級含意動詞の分詞形容詞 見出しの現在形。伝達文の節中に前景後景。前景はis recruitingと現在進行形。実質比較級に相当の形容詞additionalから、過去分詞のincreasedの「伸び」と後景as節の背景説明での比較級含意の動詞riseまで「単複」「比例」「相関」の関係を掴むのが肝。


    


    
        The pandemic, fueled by the highly contagious Delta variant, is worse than ever in some parts of the world, even as wealthy countries let down their guard

https://twitter.com/nytimesworld/status/1410485862471712770

As Delta Variant Surges, Outbreaks Return in Many Parts of the World - The New York Times

#asの前景後景 #ギャップ橋渡しのeven 見出しの現在形を踏まえて。 比較級含意の他動詞 fuel (= 事態を悪化・激化させる）由来の過去分詞で挿入句。 even は聞き手との温度差・ギャップを橋渡しして、次からは共有された前提とみなす小道具。「だに・すら・さえ」でわかったつもりにならないこと。


    


    
        The Great Salt Lake's water level today is inches away from a 58-year low, state officials say, and Western drought conditions fueled by the climate crisis have exacerbated conditions. 
The Great Salt Lake's water level today is inches away from a 58-year low, state officials say, and Western drought conditions fueled by the climate crisis have exacerbated conditions. https://t.co/A689RLQWya pic.twitter.com/D9ag5Xko9N
— CNN International (@cnni) 2021年7月18日
   

Great Salt Lake is shrinking fast. Scientists demand action before it becomes a toxic dustbin | CNN

別媒体関連記事。キャプションの現在進行形 is disappearing「消滅しつつある」を確認。 見出しの英語表現はもう少し練ってから出したほうが良かったね。 inches away from …「…まであと少し」 exacerbateは比較級含意動詞（= worsen = make worse)

    


    
        NSW Covid update: rules tightened in western Sydney as state reaches record-high of 239 daily cases

https://twitter.com/guardian/status/1420588761470144514

Military to help enforce Sydney lockdown as NSW reports record 239 local Covid cases | New South Wales | The Guardian

#asの前景後景 これはasの典型例だけれど、見出しの省略文体で受け身のbe動詞は省略で過去分詞がむき出し。 tightenは本来「よりきつくする」という比較級含意の他動詞。そこから比喩的に「締めつける→強化する」。 見出し文体なので、現在形reachesも本来は「達成」の現在完了に相当するもの。


    


    
        Can a sand sculpture save a beach? As coastal communities confront shoreline erosion, building new dunes is one option in a dawning era of constant adaptation.
Can a sand sculpture save a beach? As coastal communities confront shoreline erosion, building new dunes is one option in a dawning era of constant adaptation. https://t.co/mpay5JoSTP
— The Christian Science Monitor (@csmonitor) 2021年9月18日
   

Climate change reshapes US coast, and dune sculptors are in demand - CSMonitor.com

#理屈のcan #動名詞主語の活用 「主語の持つ潜在的可能性」に光を当てる助動詞can。「そんなことができる器か？」。save「無くならないようにする」。erosionは「侵食」。JOJO(＝徐々）なので「比較級含意」の名詞感覚で捉えるのが吉。buildingの動名詞主語を確認。dune「砂丘」。option「選択肢」。

    


    
        Journalists and police officers far outnumbered attendees.
Journalists and police officers far outnumbered attendees. https://t.co/0M2o1plY3s
— Slate (@Slate) 2021年9月18日
   

https://slate.com/news-and-politics/2021/09/rally-j6-tiny-crowds-lots-of-security.html

#比較級含意動詞outnumber #比較級の差分を強調する副詞far A outnumber B 「A はBに数で勝る(= A is greater than B in number)」。比較級含意の動詞。 比較級の差分を強調する副詞farがoutnumberの差分を強調。 差分強調副詞の a lot / far (時にby far) / much と still / even は丁寧な整理が吉。

    


    
        For Vivian Bowers, owner of a South L.A. dry cleaner, inflation hit home when her wholesale cost for hangers soared by 48% in six months. In June, Bowers raised her prices by 5%. Now she’s worried about having to boost them an additional 10%. 
For Vivian Bowers, owner of a South L.A. dry cleaner, inflation hit home when her wholesale cost for hangers soared by 48% in six months. 

In June, Bowers raised her prices by 5%. Now she’s worried about having to boost them an additional 10%. https://t.co/5jISvp0l48 pic.twitter.com/ml5JsmwG4q
— Los Angeles Times (@latimes) 2021年12月3日
   

「直撃；痛手」のhit home。ベースになる発想が “Home is where the heart is.”

比較級含意動詞soar「上昇」→「増大」の比喩。変化の差分を表すby+ 数値/割合。

worry about +動名詞。ここではhave to 原形の動名詞を確認。

比較級含意動詞boost ＋価格＋an additional 10%「価格を10％引き上げる」。

    


    
        This is how much house prices are outpacing rents across Europe. 

https://twitter.com/wef/status/1467418590571859970

www.weforum.org

#比較級含意動詞outpace 実数か割合・指数か？ 2010年を100とした指数 (=index) なので程度のhow muchで「差分」を表すもの。 他動詞outpace … は比較級含意動詞。「増加の速さが…より速い」。ここでは進行形＝変化の途中・推移を確認。 rent(s)は「賃貸料；家賃」 across …は「…全域で；…中で」


    


    
        Demand for coronavirus vaccines has spiked in the United States in recent weeks, as more Americans are eligible for booster shots and concerns grow over the omicron variant.
Demand for coronavirus vaccines has spiked in the United States in recent weeks, as more Americans are eligible for booster shots and concerns grow over the omicron variant. https://t.co/Nr7gauCFjI
— The Washington Post (@washingtonpost) 2021年12月5日
   

#asの前景後景 典型的比例式のas。前景の主節に比較級含意動詞spike。完了形+in recent weeksを確認。後景のas節は比較級moreと比較級含意のgrowで背景説明。叙述のeligibleは「資格がある;適格である」。文脈によってはold enoughくらいのこともある。over …「…に関して; 纏わって」で懸念の元凶。

    


    
        U.S. states and cities are tapping an enviable war chest as they fight to stop a four-month slide in public-sector employment and reward workers for their efforts during the pandemic

https://twitter.com/business/status/1467579047781797896

https://www.bloomberg.com/news/articles/2021-12-03/u-s-cities-fight-great-resignation-with-relief-aid

#asの前景後景 #比較級含意名詞slide 前景はtapの進行形で推移。enviableは「人も羨む」。a war chestは可算で「軍資金」。slide 「悪化・低下」は滑り台・地滑りの比喩を援用。報道文では動詞にもなる。a four-month slide in …「4ヶ月続く…の悪化」。reward A for B「Bを認めてAに報酬を与える」。


    


    
        "How do we fight climate change while global energy demand soars?" 

https://twitter.com/thehill/status/1467985731272519687

https://thehill.com/opinion/energy-environment/584543-how-do-we-fight-climate-change-while-global-energy-demand-soars/

#whileの前景後景 asと同様に同時並行の状況でコントラストを表すwhile。 主節に疑問文でfight climate change (変化＝悪化しつつあるものとして) への対応、従節では比較級含意の動詞soars で上昇・増加(＝変化)。global energy demand の＜形容詞＋ [名詞1＋名詞2]＞ の名詞句のチャンクを確実に。


    


    
        Sea ice in Canada's Hudson Bay has been unusually late to refreeze, raising fears over the impact on polar bears waiting for sea ice so they can break their fasts and hunt seals

https://twitter.com/newscientist/status/1468161531200294918

www.newscientist.com

見出しの一文凝縮。基準時は現在。現在完了形はbe動詞で時間の持続・継続＝時間の幅を強調。分詞構文のraisingのraiseが比較級含意の動詞なので単純な結果というよりは時間の幅の中での「積み上げ」を実感。overは懸念の対象。前置詞on＋意味上の主語つき動名詞句に続いて目的のso thatで節を確認。


    


    
        Increased testing capacity and better tests for current and past infection are making prevention strategies easier 

https://twitter.com/TheEconomist/status/1265199018289889281

https://www.economist.com/science-and-technology/2020/05/21/the-risk-of-severe-covid-19-is-not-uniform

#伸び代の過去分詞 まだこれからのことであっても、結果を先取りして「伸び代」を表すかのような、「比較級」含意の動詞の過去分詞が前置修飾で使われる用法。この例ではandのペアで比較級が使われているので、格好の用例。


    


    
        With death of founder’s mother to COVID-19, annual Mother’s Day Walk for Peace takes on added significance
With death of founder’s mother to COVID-19, annual Mother’s Day Walk for Peace takes on added significance https://t.co/wAgAB9G1Ct
— The Boston Globe (@BostonGlobe) 2020年5月11日
   

#伸び代の過去分詞 定型表現だと、こういうところで出てくるaddedとかが「結果先取り比較級含意の過去分詞」「伸び代の過去分詞」と私が呼んでいるヤツですが、専門的な名前をご存知の方教えてください。

    


    
        Officials in Maryland’s Howard County suspended sports contests, concerts, plays and other extracurricular activities Wednesday in hopes of slowing transmission as in-person learning continues.
Officials in Maryland’s Howard County suspended sports contests, concerts, plays and other extracurricular activities Wednesday in hopes of slowing transmission as in-person learning continues. https://t.co/4K7x7WLuqt
— The Washington Post (@washingtonpost) 2021年12月15日
   

#asの前景後景

レポートの過去形suspendedで事実を確認。停止の意図・目論見を示すin hopes of -ingが前景で、as節はその背景説明。slowは比較級含意動詞。continuesは現在形だが、意味が「継続・続行」だから「時」の流れの「過去・現在・未来」に跨ることを確認。in-person「教室等直接対面での」。

    


    
        JUST IN: The Federal Reserve plans to phase out its pandemic-era economic aid faster than expected — paving the way for possible interest rate hikes next year in a bid to contain stubbornly high inflation.

https://twitter.com/NPR/status/1471198341413453832

https://www.npr.org/2021/12/15/1064478567/inflation-hot-federal-reserve-interest-rates-bond-taper

#比較級含意の動詞 phase out「段階的に撤廃する」。faster than expected 「見込みより速く(≒早く)」。expectedのままで処理できるように。than以下の節を分析復元しようとしないのが吉。pave the way for …「…の条件整備をする」。in a bid to原形「…する目的で」。contain「抑制する；防ぐ」。


    


    
        WATCH: White House pivots to voting rights as hope dims that Build Back Better will pass before 2022: “But the political reality is that voting rights legislation isn’t going anywhere anytime soon either.”
WATCH: White House pivots to voting rights as hope dims that Build Back Better will pass before 2022. #MTPDaily@chucktodd: “But the political reality is that voting rights legislation isn’t going anywhere anytime soon either.”https://t.co/PB7r07ChHD pic.twitter.com/gwkqwrR0sp
— Meet the Press (@MeetThePress) 2021年12月16日
   

Centrist senators throw up roadblocks for Build Back Better and voting rights

#比較級含意動詞のdim Meet the Press の見出しにも、分離の同格that節をとる名詞と使うdimの自動詞用法！ dimは動詞では比較級含意。「見通しが暗くなる；見込みが弱まる；望みが薄れる；展望が悪化する」。 as hope dims that SV 「SVという見通しが暗くなる[望みが薄れる；見込みが弱まる] 中で」

    


    
        The U.S. is heading for “a tough few weeks to months” as the omicron variant of coronavirus rapidly spreads, Dr. Anthony Fauci said.

https://twitter.com/NYDailyNews/status/1472669508112465926

‘Tough few weeks’ ahead as omicron COVID variant spreads: Fauci

#素晴らしき2週間 a tough few weeks to months 「厳しい数週間から数ヶ月」 ＜不定冠詞＋形容詞＋数詞＋複数形名詞＞はお馴染み。その複数形名詞に「幅」のある例。 #asの前景後景 前景はis heading for の進行形で「見込み＆推移」に焦点。後景のas節は比較級含意のspreadの現在形で「急増」。


    


    
        The increase in cases at the Capitol corresponds to a historic spike in the greater Washington, D.C. region as the highly contagious omicron variant spreads.

https://twitter.com/thehill/status/1478106157818462209

https://thehill.com/homenews/senate/588010-covid-infections-spiking-in-us-capitol/

#asの前景後景 比較級含意の名詞、動詞に留意し大きな流れと構造を掴む。 A corresponds to B as CのABCともに比較・増減の表現。 前景のthe increase in casesの名詞increaseとa historic spike in the greater … regionの「急増＋より広域」の間に比例関係 後景のspreads「拡がる」は比較級含意動詞


    


    
        People who got a fourth shot of the Pfizer/BioNTech vaccine had a fivefold increase in antibodies one week later, according to data from Israel
People who got a fourth shot of the Pfizer/BioNTech vaccine had a fivefold increase in antibodies one week later, according to data from Israel https://t.co/fCnifH4EPP
— The Wall Street Journal (@WSJ) 2022年1月4日
   

https://www.wsj.com/articles/fourth-pfizer-dose-spurs-sharp-jump-in-antibodies-early-results-from-israel-show-11641322072

関連記事別媒体。基準時は過去。副詞節ではなく、関係詞の形容詞節で条件設定。a fivefold increaseのfivefoldは形容詞。ここでの典拠はaccording to で前置詞を確認。先ツイのcitingの前置詞化も納得？写真のキャプションにある動詞spur「拍車をかける；促進する」は比較級含意動詞で整理するのが吉。

    


    
        Japanese automaker Toyota outsold General Motors in the United States in 2021, marking the first time the Detroit automaker has not led U.S. auto sales for a full year since 1931 
Japanese automaker Toyota outsold General Motors in the United States in 2021, marking the first time the Detroit automaker has not led U.S. auto sales for a full year since 1931 https://t.co/pt43a53DA5 pic.twitter.com/n7wLxAhxgK
— Reuters (@Reuters) 2022年1月4日
   

https://www.reuters.com/business/autos-transportation/after-90-years-top-gm-is-no-longer-no-1-automaker-america-2022-01-04/

一文凝縮。過去形は事実。outsell「…よりも売れる; 売上で…に勝る」は比較級含意の他動詞。mark「記念となる」の分詞構文の目的語にthe first time SVが続いていることを確認。この節中のVが現在完了形で振り返り。「1931年以来首位を明け渡すのは初となった」。 これ、書けそうで書けないなぁ…。

    


    
        Covid hospitalizations among US children soar as schools under pressure

https://twitter.com/guardian/status/1478727693684326408

www.theguardian.com

#asの前景後景 見出しの省略文体での前景後景。前景の主節は現在形でsoar「急上昇する」で比較級含意動詞。後景たるas以下はbe動詞相当の動詞が省略で前置詞＋名詞 (under pressure) のみ。 hospitalizations の複数形は入院件[者]数。the number(s) of なしで増加の動詞soarの主語になる用法が定着。


    


    
        The STI epidemic has raged nearly unchecked as public health departments have focused on COVID-19. As infections soar, California is pushing at-home tests for infections such as HIV, chlamydia and syphilis.
The STI epidemic has raged nearly unchecked as public health departments have focused on COVID-19.

As infections soar, California is pushing at-home tests for infections such as HIV, chlamydia and syphilis.https://t.co/FQWTUi3QKv
— San Francisco Chronicle (@sfchronicle) 2022年1月10日
   

#asの前景後景 第一文は前景後景とも現在完了。STI = sexually transmitted infection 「性感染症」。rageで「勢力の持続」を実感。uncheckedは主格補語的に「見過ごされて」。第二文は文頭のas節が背景説明。このinfectionsは当然STIの感染者数。比較級含意のsoarと主節の進行形＋複数形名詞を確認。

    


    
        The Pharmacy Guild of Australia will launch its own website to help consumers find rapid antigen tests, as demand outstrips supply and prices at some retailers soar.

https://twitter.com/abcmelbourne/status/1483318259088773121

Pharmacy Guild to launch website to find rapid antigen tests after 'market failure' - ABC News

#asの前景後景 豪州文脈。前景の主節はこれからの動きでwill。launchは「新規事業等の立ち上げ」＝「点」で頻出。後景のas節には比較級含意動詞のoutstrip「量などが勝る(≒ surpass / exceed)」とsoarが使われていて、「推移」＝「線」を表すことを確認。前景後景ともに無冠詞複数形名詞の実感を。


    


    
        A new edition of 1974's “Angela Davis: An Autobiography” features a new introduction from Davis that reinforces its relevance today.
A new edition of 1974's “Angela Davis: An Autobiography” features a new introduction from Davis that reinforces its relevance today. https://t.co/MfgDld0Se5
— Los Angeles Times (@latimes) 2022年1月18日
   

別記事別媒体。こちらのrelevanceも確認。reinforce 「より強くする」は比較級含意の動詞。発音・強勢も確認しておくと良いでしょう。 写真のキャプションの方にある英文 She has never mattered more. は＜現在完了での比較級の全否定≒実質時系列の母集団での最上級＞は丁寧に実感とのすり合わせを。

    


    
        As Russian troops advance from three sides into Ukraine, @yamphoto is documenting the stories of ordinary Ukrainians facing the destruction of the existence they had built after the Soviet Union’s demise.
As Russian troops advance from three sides into Ukraine, @yamphoto is documenting the stories of ordinary Ukrainians facing the destruction of the existence they had built after the Soviet Union’s demise.

Here’s what he is seeing:https://t.co/Yap37kQK7o pic.twitter.com/Ogl3EI98AJ
— Los Angeles Times (@latimes) 2022年2月25日
   

#asの前景後景 as節の動詞advanceは比較級含意で現在形。主節はis documenting と現在進行形で、その目的語に複数形名詞the storiesで呼応。ここでのfacing はその前の描写からではなく、一般人の後置修飾と見るのが無難。接触節they had built の先行詞はthe existence。名詞demiseは「崩壊；終焉」。

    


    
        Russians have turned out by the thousands to decry their country’s invasion of Ukraine as emotional calls for protests grew on social media — in pictures 

https://twitter.com/AJEnglish/status/1497753162026999811

Photos: Hundreds arrested as Russians protest invasion of Ukraine | Russia-Ukraine war News | Al Jazeera

アルジャジーラ伝。 #asの前景後景 turn out to A(=原形) 「Aするために繰り出す」 by the thousands 「千人(万人の)単位で；何千人も」。thousandの上の単位はmillionなので、漠然とした多数の「幅」を柔軟に累積・集積の実感を。 as節のgrewは比較級含意動詞で過去形。主節の現在完了形との対応を。


    


    
        The ruble sank nearly 26 percent against the US dollar early Monday after Western nations moved to block Russian banks from the SWIFT global payment system.
The ruble sank nearly 26 percent against the US dollar early Monday after Western nations moved to block Russian banks from the SWIFT global payment system. https://t.co/eqF1CdqrfF
— The Boston Globe (@BostonGlobe) 2022年2月28日
   

過去形でのレポート。 early Mondayの副詞句と接続詞afterの時系列を確認。「円高ドル安= the strong yen against the dollar」で読解ではお馴染みの前置詞againstが作文でもすぐ出てくると嬉しい。写真のキャプションの方はasの前景後景に比較級含意動詞のdive, sink, tighten で見出し英語のお手本。

    


    
        Is your commute getting more expensive? Or are you avoiding the pinch? We're interested in hearing how you and your family are handling the rising gas prices.
Is your commute getting more expensive? Or are you avoiding the pinch? We're interested in hearing how you and your family are handling the rising gas prices.

If you'd like to share, please email @RonWLATimes at ronald.white@latimes.com https://t.co/0qAXqgWCfj
— Los Angeles Times (@latimes) 2022年3月8日
   

「現在進行形」の肝がわかる見出し。 get +比較級は変化。言ってみれば「階段を一段」。is gettingの進行形で「始まりと終わりを設定しその途中」で推移漸増。その足し算でis getting +比較級は「段々」。比較級含意動詞rise の現在分詞rising も推移で上昇中。対応する進行形are handlingも対処中。

    


    
        PHOTOS: As Russian forces intensify their shelling, the humanitarian crisis in Ukraine is deepening. Food, water and medicine are increasingly scarce.
PHOTOS: As Russian forces intensify their shelling, the humanitarian crisis in Ukraine is deepening. Food, water and medicine are increasingly scarce. https://t.co/qHSB434vcu
— The Associated Press (@AP) 2022年3月8日
   

別記事別媒体 #asの前景後景 #進行形と比較級含意動詞 as節のintensifyが比較級含意。前景の比較級含意のdeepが進行形。名詞crisisと形容詞deepの結びつきと語義を実感するのが重要。第二文はare+ 形容詞scarceだが、副詞のincreasinglyで実質漸減の進行形＋比較級。主語は不可算の合算で複数扱い。

    


    
        As the global wood trade has boomed, so too has the awareness of its illegal component

https://twitter.com/NatGeo/status/1503105109995233281

The ‘timber detectives’ on the front lines of illegal wood trade

#asの前景後景 比較級含意動詞のboom の過去分詞を確認。 先行文脈＋So too 助動詞＋主語 での倒置の例。 入試問題など、テストで問われるのは 先行文脈＋So 助動詞＋主語 と 先行文脈＋So 主語＋助動詞 の識別が多い印象。 名詞化構文の the awareness of … の読みは「体言の中の用言抽出」で。


    

ここまでで、2022年3月末。

「比較級含意動詞」第2弾としてお届けしました。

英語表現を通して見る世界の解像度が少しでも上がっていれば幸いです。
本日のBGM： Fifth Season (Vasallo Crab 75 feat. advantage Lucy)


    
        open.spotify.com


    

追記：　第三弾はこちら。

tmrowing.hatenablog.com
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  「比較級含意動詞」 Part 1



  
  


  

  
  

  
  
  
    
      

    

  
  
    
      
    

  
  
  
  
  
  







    


    
  
    私のライティングのシラバスに限らず、英語の授業の中で重視している項目に「比較級含意の動詞」があります。

increase, grow, riseやdecrease, decline, fallのような､俗にいうベタなものだけでなく、expandやextend, augmentやshrink, wane, erodeなども､その動詞の意味の中に比較級を含んでいるので、適切的確な読解・聴解に加えて、時系列の表現、グラフ・図表など数量や増減の表現の際に活用できることが望ましいということを､折りに触れ実例を挙げて説いています。
既にnoteで公開中の「比較」に関する記事では、


    
        71. With the U.S. climbing toward what epidemiologists are calling a third peak of pandemic infections, public health experts fear gatherings of families and friends could make an already bad situation worse.

https://twitter.com/NBCNews/status/1317294522485952512

大流行の第３波のピークと疫学者が呼んでいる頂点へとアメリカが近づくにつれて、公衆衛生の専門家たちは、家族や友人の集まりが既に酷い状況をさらに悪化させるのではないかと危惧している。


    

など、豊富な実例と解説を盛り込んでいるので、是非一読を。


    
        note.com


    

今日は、コロナ禍で始めた、「ツイッター英語ニュース140字引用RT紹介＆詳解」の過去のツイートの中から、この「比較級含意の動詞」に関わる記事を取り上げて､現代英語の多様な表現、そしてその中での典型例に触れて欲しいと思います。

2020年の3月から時系列に沿って取り上げますが、この記事をまとめる段階で、2020年の9月までの､約半年の期間で既に、A4で8ページを越える程の分量になりましたので、ここまでを第１弾として公開します （全体では、2024年3月15日現在で、このさらに2倍ほどの記事がありますので、第二弾以降は気長にお待ち下さい）。

2022年くらいまではかなりの数の英語ニュースを扱っていましたので、ハッシュタグなどで必ずしも「比較級含意」とハイライトされていない記事にも、この項目が含まれていたりします。

例えば、


    
        Firefighters battled to contain wildfires sweeping across southwest Europe, as a heat wave showed no sign of abating, with Britain poised to set new temperature records. 

熱波が一向に収まる気配を見せず、イギリスが最高気温記録を更新しそうな中、消防士たちはヨーロッパ南西部で発生した山火事を食い止めるべく奮闘した。
Firefighters battled to contain wildfires sweeping across southwest Europe, as a heat wave showed no sign of abating, with Britain poised to set new temperature records. https://t.co/sQGqxYZBmi
— The Japan Times (@japantimes) 2022年7月18日
   

    

という記事の見出しにある、 abatingは、動詞abateの動名詞ですが、この動詞も「弱まる/弱める；衰える；沈静化する(≒ weaken / fade / ease / wane)」などという意味ですから、実質比較級含意の動詞になります。この時の紹介＆詳解は「asの前景後景」に重きを置いていました。


    
        たまにはJT。 #asの前景後景 contain「（それ以上広がらないよう）抑え込む；封じ込める」。 sweeping across … 「…中に広がる」。ここでは後置修飾。 abate= die down「沈静化する」。withの付帯状況。poised to 原形「…する準備万端で；…しそうな」。set a new record「新記録を打ち立てる」。
たまにはJT。#asの前景後景
contain「（それ以上広がらないよう）抑え込む；封じ込める」。
sweeping across … 「…中に広がる」。ここでは後置修飾。
abate= die down「沈静化する」。withの付帯状況。poised to 原形「…する準備万端で；…しそうな」。set a new record「新記録を打ち立てる」。 https://t.co/4ivkYw9t7f
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2022年7月18日
   

    

最近のものだと、次のような記事にも、この「比較級含意動詞」は含まれています。


    
        The humanitarian crisis deepens as Israeli forces escalate their attacks in the besieged enclave.

イスラエル軍が包囲された飛び地での攻撃をエスカレートさせるにつれ、人道危機は深まっている。
The humanitarian crisis deepens as Israeli forces escalate their attacks in the besieged enclave.

🔴Follow our LIVE updates: https://t.co/Vzs1p7eIIe pic.twitter.com/i3yz9wYfkN
— Al Jazeera English (@AJEnglish) 2023年11月16日
   

    

紹介＆詳解のツイートがこちら。


    
        比較級含意の動詞 deepen 深刻化する escalate 増加・拡大・激化する を確認。受験英語 の公式(?) のようなもの以外でも「比例関係」を表す表現があります。ただし、接続詞asが比例を表すというよりも、前景後景のasと、この比較級含意の動詞との共同作業という認識を持つのが吉。
#asの前景後景
比較級含意の動詞
deepen 深刻化する
escalate 増加・拡大・激化する
を確認。受験英語 の公式(?) のようなもの以外でも「比例関係」を表す表現があります。ただし、接続詞asが比例を表すというよりも、前景後景のasと、この比較級含意の動詞との共同作業という認識を持つのが吉。 https://t.co/UmZXDLilGc
— Takashi “即時停戦” Matsui (@tmrowing) 2023年11月17日
   

    

期せずしてリンクが切れている記事があるかもしれませんが、その場合でも英語表現自体は確認できるよう引用して記しています。

それでは、以下のツイート集をお楽しみ､下さい。


    
        Trafford Centre owner Intu warns it may go bust as retail crisis deepens and annual losses surge to £2bn.

https://twitter.com/Independent/status/1238218422296641539

https://www.independent.co.uk/news/business/news/intu-bust-trafford-centre-losses-high-street-crisis-a9397876.html

deepenのようにそれ自体に「比較級」を含意する動詞に反応できるなら、surgeにも同じようにセンサーを働かせましょう。


    


    
        Increased testing capacity and better tests for current and past infection are making prevention strategies easier 

https://twitter.com/TheEconomist/status/1265199018289889281

The risk of severe covid-19 is not uniform

まだこれからのことであっても、結果を先取りしたかのような、「比較級」含意の動詞の過去分詞の用法。この例ではandのペアで比較級が使われているので、格好の用例。


    


    
        With death of founder’s mother to COVID-19, annual Mother’s Day Walk for Peace takes on added significance

https://twitter.com/BostonGlobe/status/1259641960446345217

定型表現だと、こういうところで出てくるaddedとかが「結果先取り比較級含意の過去分詞」と私が呼んでいるヤツですが、専門的な名前をご存知の方教えてください。


    


    
        Amid the widespread protests and anger over police brutality, an iPhone shortcut that allows users to automatically record their interactions with the police is gaining popularity 

https://twitter.com/cnni/status/1274431887575056384

https://edition.cnn.com/2020/06/16/us/iphone-police-shortcut-record-trnd/index.html

私が授業でよく言う「比較級含意動詞」の一つgain。 進行形で用いて「漸増」を表すことができます。thatでの後置修飾が長いですが、isは目立つ（？）ので大丈夫でしょう。 この見出しではイントロは前置詞amidで始まる副詞句ですが、widespreadがあるおかげで「漸増」への伏線は機能していますね。


    


    
        After more than 100 days of confinement due to the #coronavirus pandemic, #Havana residents are starting to enjoy the city again as #Cuba eases lockdown measures

https://twitter.com/tmrowing/status/1279585006772383745

afterでの「イントロどどいつ」に続いての、asの前景・後景。 前景が現在進行形でしかもstart…againでの起動相。後景の従属節にはeaseと「比較級含意の動詞」を単純現在形で。 measuresは無冠詞複数形。 cityの語義の奥行きと定冠詞theの含意は、videoを見ましょうかね。


    


    
        As #COVID19 case numbers continue to rise, many questions about the spread, mutation & treatment of the virus still remain.

https://twitter.com/NewsHour/status/1281011948189073410

こちらもasの後景・前景。 変化と不変化。 従属節に比較級はないけれど、continue to rise が実質比較級含意。 主節の不変化の部分に、spread/mutation/treatmentと変化を含意する名詞が使われているところが、記者の腕の見せ所かな。


    


    
        From English pubs to the Spanish seaside, local lockdowns are cropping up all over the world as countries ease restrictions only to encounter new coronavirus outbreaks.

https://twitter.com/CNN/status/1281118391017910273

https://edition.cnn.com/2020/07/09/health/local-lockdowns-leicester-melbourne-gutersloh-intl/index.html

はい、しつこくasの前景後景。 イントロどどいつで拡がりを示唆、主節は進行形で、主語は無冠詞複数形。ではasの従属節は？easeは比較級含意の動詞と言っていいでしょうね。こちらも無冠詞複数形名詞が主語。only to原形で幾分主観的・情緒的な結果の不定詞までasの節中であることに注意。


    


    
        As snows dwindle and glaciers recede, people in the mountains of northern India are building huge ice cones that provide water into summer

https://twitter.com/NatGeo/status/1281410074892816384

https://www.nationalgeographic.com/magazine/article/one-way-to-fight-climate-change-make-your-own-glaciers-perpetual-feature

典型的asの前景・後景（as後景・より広い状況説明→前景・焦点化された主題） as節中は比較級含意の動詞（dwindle＝漸減／recede＝後退）。 主節はbuildの進行形。主語・目的語の名詞は無冠詞複数。 主題の中での名詞の後置修飾は丁寧に。名詞句のはずでも、そこに「潜伏命題」がある場合があります。


    


    
        Over 40 Florida hospitals max out ICU capacity as Covid-19 cases surge across US

https://twitter.com/guardiannews/status/1281721889891790849

https://www.theguardian.com/us-news/2020/jul/10/florida-coronavirus-cases-icu-beds-arizona-texas

しつこくasの前景後景。 over＋数値で「拡大・拡散」の雰囲気を出しておいて、max out を他動詞で！「（カードなどの）限度額いっぱいまで使い切る」などという文脈でお馴染みでしょうか？個人的にはこの語句の力感は千代の富士の引退のコメントを思い起こさせます。従属節のsurgeは比較級含意の動詞。


    


    
        COVID-19 test results could take a week or more as labs struggle to meet soaring demand

https://twitter.com/NBCNews/status/1281847210465009664

https://www.nbcnews.com/health/health-news/covid-19-test-results-could-take-week-or-more-s-n1233326

こちらも同じ文脈。 asの前景後景の前景に「現実味のcould」 後景に比較級含意のsoarの現在分詞


    


    
        The party’s goal for the territory is clear: to foster a new generation of loyal and patriotic Hong Kong youth. It could rapidly erode Hong Kong’s reputation for academic freedom.

https://twitter.com/nytimesworld/status/1282066149631578113

https://www.nytimes.com/2020/07/11/world/asia/china-hong-kong-security-schools.html

「現実味のcould」 fosterは「育む；助長する」。 erodeは「侵食、腐食する；徐々に減らす、失わせる」。 どちらも、私の授業でいう「比較級含意の動詞」の仲間です。


    


    
        Catalonia urges thousands of people to stay home as coronavirus cases rise

https://twitter.com/Reuters/status/1284829095466074113

https://www.reuters.com/article/us-health-coronavirus-spain-catalonia-idUSKCN24K0G8/

asの前景後景。 asの従属節が後景で広いということは実感できますよね？ riseは比較級含意の動詞でもありますし。 で、動詞urgeの語義・語感の把握が大事。


    


    
        A Trump administration change in the way hospitals report Covid data is bringing confusion and more work to medical centers as cases explode across the U.S. And hospitals that don’t get it right every day could end up receiving fewer critical drugs

https://twitter.com/politico/status/1286096204053569536

https://www.politico.com/news/2020/07/22/trump-hospital-data-cdc-drugs-379038

「asの前景・後景ではasの従節での後景の方が広いですよ」と繰り返し指摘してきました。前景の主節は現在進行形で変化とその推移。従節での現在形も、動詞がexplode「爆発的に増大する」で、比喩ながら「比較級含意の動詞」ということに注意が必要。 見出しの英文ということも加味して考えたいところ。


    


    
        As Florida surpasses NY in total COVID-19 cases and more ICUs statewide continue to fill up, concern grows over whether to open schools in the fall. Now some medical professionals are urging officials to shut down “and start over” to stop the spread. 

https://twitter.com/CBSEveningNews/status/1286793073654202368

Asの前景後景。後景のas節は、surpass超過とcontinue継続。fill upの主語の複数形に比較級のmoreがついているので「次々と／続々と」という感じ。前景では比較級含意の動詞growが現在形で、前置詞overでテーマの提示。第2文は進行形。動詞urgeの「圧＆喫緊」感を。 start overは「はじめからやり直す」


    


    
        Maharashtra School News: State government reduces Classes 1 to 12 syllabus by 25% for academic year 2020-21.

https://twitter.com/TimesNow/status/1286986554183835653

https://www.timesnownews.com/education/article/maharashtra-school-news-state-government-reduces-classes-1-to-12-syllabus-by-25-for-academic-year-2020/627045

英断！ 見出しの現在形に注意。記事本文では、 In view of the pandemic, the Maharashtra government has reduced the syllabus by 25 percent for the academic year 2020-21. 大関の助動詞haveの活躍の場、本領発揮ですね。 in view of ...「…を考慮して」 比較級含意のreduce 差分のby 期間のfor


    


    
        A number of new pop-up COVID-19 testing clinics have been set up in Sydney as virus cases continue to climb.

https://twitter.com/sunriseon7/status/1288203439525130240

https://7news.com.au/lifestyle/health-wellbeing/covid-testing-clinics-pop-up-amid-fears-of-inner-sydney-outbreak-c-1200600

asの前景後景の典型例。 前景は、複数主語での現在完了の受け身。時間の幅と積み重ね。 set up「設置する」（establish / foundとの語義、生息域の異同も併せて整理） 後景は、単純現在時制でも動詞はcontinueなので継続・持続。 climbは比較級含意の動詞。


    


    
        Georgetown University is moving classes fully online this fall for undergraduate and graduate students "due to the acceleration of the spread."

https://twitter.com/ABCWorldNews/status/1288541885158633475

https://abcnews.go.com/US/coronavirus-updates-fema-covid-19-death-toll-surging/story?id=72047925&cid=social_twitter_wnt

速報での現在進行形。 move A online 副詞のonline。前置詞＋名詞＝副詞句に復元すると？ A of B の名詞構文、the acceleration of the spread。 accelerateもspreadも（写真のキャプションにあるsurgeも）比較級含意であることに注意。「拡散が加速すること」が確認できたら「何が拡散する？」まで。


    


    
        The comments by the United Nations Human Rights Committee come as the Trump administration faces growing criticism for deploying federal agents to American cities to confront protesters.

https://twitter.com/nytimesworld/status/1288542053798944768

https://www.nytimes.com/2020/07/29/world/americas/united-nations-portland-protests.html

見出し文体現在形。 the comments の定冠詞複数とagents/cities/protestersの無冠詞複数。asの前景・後景はともに単純現在形だが、比較級含意のgrowingの相を確認。等価交換のfor。ここでは「批判」の原因。 「配備・配置先」の前置詞と「目的」の不定詞の二つのto。 立ち向かい系の faceとconfront。


    


    
        Fewer people are willing to resume pre-pandemic activities (seeing friends, sending kids back to school, going to religious services and restaurants) in July than they were in June, a U.S. survey has found.

https://twitter.com/NYDailyNews/status/1289298974931693570

https://www.nydailynews.com/2020/07/31/people-growing-less-confident-about-returning-to-daily-activities-amid-recent-covid-19-surges-survey-finds/

比較は英語の文法項目の中で最も厄介だと思っています。 見出しの比較級 fewer／than を用いた表現と写真のキャプションのg現在分詞growingと比較級 less confidentを用いた表現とを比較しておきましょう。動詞grow自体がそもそも「比較級含意」ですから、「何と比べて？」という意識で読みますよね？


    


    
        Economic benefits of vaccination programmes vastly outweigh costs

https://twitter.com/newscientist/status/1290396929302634498

https://www.newscientist.com/article/2250696-economic-benefits-of-vaccination-programmes-vastly-outweigh-costs/

outweighは「比較級含意」の動詞。規模程度がより大きい、重要度がより高いことを表しますが、ここでは「経済」の観点で、費用対効果のような文脈ですね。 副詞vastlyの元は形容詞vast 「とてつもなく大きい」。派生副詞は訳語がピタッとはまらないことが多いので、辞書の頑張りどころなんですよね。


    


    
        China could overtake the US as the world’s largest economy by 2024

https://twitter.com/wef/status/1290897868388261892

https://www.weforum.org/agenda/2020/07/largest-global-economies-1992-2008-2024/

「現実味のcould」 見通しに使う例。 take over （≒outstrip ）「…を超える；…より大きくなる」 いわば「比較級含意の句動詞」 ここでのover timeは「時系列で見た；時の移り変わりの中での」


    


    
        Bourbon is the most recognised variant of American whiskey, outselling Rye and other types of American whiskey by a considerable margin. 

https://twitter.com/DailyO_/status/1291956965086822400

https://www.dailyo.in/variety/bourbon-jack-daniels-whiskey-alcohol-33475

日本語に訳すのに難儀するvariant of 名詞。名詞句で終わらせずに、recognizedを述部として処理した方がわかりやすくなるとは思うんだけど、分詞構文のoutsellingにどうつなげるか悩ましい。 A outsell B 「AはBよりも売れている；売り上げが多い」。私の授業でいうと「比較級含意」の動詞の一つです。


    


    
        Last fully intact ice shelf in Canada collapses into ocean The Milne Ice Shelf lost more than 40% of its area in two days. The initial break took place between July 30 and 31. The area shrank by about 30 square miles, or 43% of its original size.

https://twitter.com/NYDailyNews/status/1292163437074755585

https://www.nydailynews.com/2020/08/08/canadas-last-intact-arctic-shelf-collapses-into-ocean-creating-ice-island-larger-than-manhattan/

collapse ラグビーの「コラプシング」の反則でお馴染みですよね？ break + fall down 「強固な結束を失い崩れ落ちる」。 intact「無事である；無傷の；不変の」。 lose も全体／部分と共に示されれば「比較級含意」ということがわかります。shrinkも比較級含意の動詞。差分をbyが明示。orは言い換え。


    


    
        The nation’s budget deficit swelled to a record $2.8 trillion in the first 10 months of the fiscal year, with the federal government on track to more than double the largest shortfall on record by the end of 2020.

https://twitter.com/usnews/status/1293660689966542849

基準時制は過去形。swellは比較級含意で「膨れ上がる；増加する」。「記録的な」で形容詞扱いのrecordは複数名詞が後続しても不定冠詞。withの付帯状況はasやwhileの節相当の内容を圧縮。on track to  A (=原形) 「Aへの軌道に乗っている: （着々と）Aの準備中」の原形doubleを副詞more thanが修飾。


    


    
        Easing Covid limits early ‘could inflate deaths and deepen recession’

https://twitter.com/guardiannews/status/1294039955044532229

https://www.theguardian.com/business/2020/aug/13/lifting-coronavirus-restrictions-too-early-would-be-a-disaster

「現実味のcould」にお盆休みは関係ないようですね！ 動名詞主語は主題化・焦点化の定石。ライティングで的確に使えるようにしたいものです。 ease は「規制などを緩める；緩和する」。私の授業で言えば「比較級含意」の動詞。それが見える人はinflateにも deepenにも同じ景色が見えますよね？


    


    
        House Speaker Nancy Pelosi is cutting short lawmakers’ summer recess with a vote expected this Saturday on legislation that would prohibit changes at the U.S. Postal Service as tensions mount. 

https://twitter.com/NewsHour/status/1295489857519845378

https://www.pbs.org/newshour/politics/pelosi-calls-house-back-into-session-to-vote-on-postal-bill

asの前景後景は見出しで超頻出。でもここではwithの付帯状況が絡んでちょっと複雑。前景は舞台の主役で現在進行形。cut shortの本来の目的語が後置。as節のmountは、比較級含意の動詞で「徐々に増大する」。では、このas節の「線」はどの「意味成分」に対しての後景？点を際立たせる？線で推移に沿う？


    


    
        WATCH | Covid-19 protective equipment adding to pollution crisis

https://twitter.com/News24/status/1295085403310104577

https://www.news24.com/News24/watch-covid-19-protective-equipment-adding-to-pollution-crisis-20200816

動画はアルジャジーラ経由です。字幕も出せます。 add toは元々「足し算をする」で、「…を増す；増大させる」という意味。文脈によっては、「…を助長する；…に加担する」などと同意にもなりますね。比較級含意の動詞句の主要メンバーともいえるでしょうか。


    


    
        Over the past 30 years, Greenland’s contribution to global sea levels has grown significantly as ice losses increase A major international report concludes it is losing ice seven times faster than it was during the 1990s

https://twitter.com/BBCWorld/status/1296708663210639362

https://www.bbc.com/news/science-environment-53849695

時制のコントロールの教材にどうぞ。 asの前景後景。前景の現在完了に対して、後景は比較級含意のincreaseで推移。でも現在形。 最上級には主張あり。 majorは最上級相当の形容詞。 知見のthat節中の時制は現在進行形。 現在と1990年代との比較。当然その当時の記述は過去形。


    


    
        As COVID-19 surges on campuses, in-person learning becomes less of a reality

https://twitter.com/thehill/status/1297982016689000449

https://thehill.com/policy/healthcare/513177-as-covid-19-surges-on-campuses-in-person-learning-is-less-of-a-reality/

asの前景後景。 後景のas節、比較級含意の動詞 surge との対応で、前景の内容は「反比例」ということを理解するのは容易いけど、自分で書くときにこの less of 名詞 がスッと出てくるか？


    


    
        Firefighters, aided by improving weather conditions, made significant progress this morning containing the three raging wildfires surrounding the Bay Area.

https://twitter.com/sfchronicle/status/1299750739305279488

aided by ...は受け身の「過去分詞」による挿入句。improving は比較級含意動詞の「現在分詞」による前置修飾で「＋への推移」。containingは所謂「分詞構文」。containは「抑える；封じ込める」。収束の「収」のイメージ。分詞形容詞のragingは「荒れ狂う」。surroundingは後置修飾。「周辺」なら可。


    


    
        President Trump and Joe Biden are vying for voters in Wisconsin as support for racial justice protests declines around the country. Wisconsin voters are split between a president with harsh words for protesters, and a candidate whose low profile read

https://twitter.com/csmonitor/status/1300507533585641475

https://www.csmonitor.com/USA/Politics/2020/0831/How-will-Wisconsin-vote-in-November-Protests-could-decide

asの前景後景。前景は進行形。vie「競う、張り合う」の動詞型に注意。A and B vie for C (=手に入れたい人・もの) / over D(=争点) 。後景は比較級含意の動詞declines。主語は直前のprotestsではなく単数扱いの名詞。第二文のbetweenの後は選択肢、名詞には其々後置修飾。最後に省略されているのは…。


    


    
        Weather forecasts for Labor Day weekend show another heat wave coming to the Bay Area, potentially increasing fire risk and compounding air quality issues.

https://twitter.com/sfchronicle/status/1300947026952192001

気象予報。「描写動詞」とも言えるshowの動詞形での-ing。comingはこれからの見込み。カンマからの「分詞構文」、potentially -ing は丁寧に。関係詞の非制限的用法 , which can に相当。「潜在的に…という結果となる可能性がある」。increase / compoundとも「比較級含意」の動詞であることに注意。


    


    
        With advances in stem-cell research and interest from investors, scientists are closer than ever to coming up with a substitute for blood

https://twitter.com/WSJ/status/1301961990336847873

https://www.wsj.com/articles/as-covid-19-depletes-blood-supplies-scientists-test-an-alternative-11599225003

with +時系列の推移を含意する名詞　「…につれて；…に伴って」。 advances「進歩、進展、発展」は無冠詞複数。inは「分野・領域」。close to …「…の近くにいる」の比較級＋everで実質「最上級」。toの後は物理的な場所ではなく、動名詞で「行為・活動」。come up with …「…を作る；生み出す」。


    


    
        Australia’s virus hot spot chafes under lockdown as infection rate gradually improves

https://twitter.com/ReutersUS/status/1302162102883319813

基準時制は現在形。asの前景後景。chafeは「イライラする」。もともとは「肌のひりひりするような痛み」を指す語。under lockdown「ロックダウン下で」という副詞句。「影響・支配は上から下へ」という発想。as節の後景は、比較級含意の動詞improve＋副詞gradually「徐々に」で実質進行形に相当する。


    


    
        As a second wave of coronavirus infections gains momentum across Europe, with France and Spain leading the resurgence, the continent’s governments are determined to avoid large-scale lockdowns

https://twitter.com/WSJ/status/1308537647468556292

https://www.wsj.com/articles/as-coronavirus-rebounds-europe-rejects-new-lockdowns-11600251871

asの前景後景にwithの付帯状況。付帯状況がどちらにかかるかを確実に。gain momentum「弾みがつく；加速する」。「比較級含意」動詞の類。名詞resurgence「再燃」は当然増加を表す。continentは「欧州」一括りでgovernmentsは複数形に。「不定詞」をとるdetermined は「何がなんでも；どうあっても」。


    



本日は第1弾ということで、この辺で。
本日のBGM：balloon balloon (The Yellow Monkey)
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追記：

第二弾、第三弾はこちらから。
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